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「
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
」を
目
指
し
て

千
年
の
都
、

京
都
か
ら

未
来
へ
。

環
境
保
全
活
動
を
通
し
て
、

恵
み
豊
か
な
景
色
を

引
き
継
い
で
い
き
ま
す
。
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公
益
財
団
法
人
京
都
市
環
境
保
全

活
動
協
会
（
以
下
、「
協
会
」
と
い

う
。）
は
、
２
０
０
１
年
２
月
に
設

立
さ
れ
ま
し
た
。
協
会
は
現
在
、
京

都
市
の
環
境
学
習
施
設
で
あ
る
京
都

市
環
境
保
全
活
動
セ
ン
タ
ー
（
京
エ

コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
。
以
下
、「
セ

ン
タ
ー
」
と
い
う
。）
の
指
定
管
理

者
等
の
活
動
を
通
し
て
、
様
々
な
主

体
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
に
よ
り

「
持
続
可
能
な
地
域
社
会
の
実
現
」

を
目
指
し
て
、
事
業
運
営
を
行
っ
て

い
ま
す
。

　

本
報
告
書
は
多
く
の
方
々
に
事
業

の
内
容
や
、
そ
の
果
た
す
役
割
．
成

果
を
わ
か
り
や
す
く
理
解
い
た
だ
く

た
め
の
ツ
ー
ル
と
し
て
作
成
し
て
い

ま
す
。
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「
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
何
が
で
き
る
か
」
を
考
え
る

　

協
会
は
、
持
続
可
能
な
社
会
（
低

炭
素
・
循
環
型
社
会
・
自
然
共
生
社

会
）
を
実
現
す
る
た
め
に
、
様
々
な

取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
中
の

大
き
な
柱
が
京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン

タ
ー
の
運
営
で
す
。
セ
ン
タ
ー
は
、

１
９
９
７
年
に
京
都
市
で
開
催
さ
れ

た
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
（
国
連
気
候
変
動
枠
組

み
条
約
第
３
回
締
約
国
会
議
）
の
開

催
を
記
念
し
て
設
置
さ
れ
た
施
設
で
、

２
０
１
７
年
は
京
都
議
定
書
誕
生
20

周
年
の
記
念
す
べ
き
年
で
し
た
。

　

こ
れ
に
合
わ
せ
て
、
セ
ン
タ
ー
で

は
地
球
温
暖
化
の
防
止
や
持
続
可
能

な
暮
ら
し
や
社
会
の
在
り
方
に
関
す

る
イ
ベ
ン
ト
や
企
画
展
の
開
催
、
啓

発
冊
子
の
発
行
な
ど
を
実
施
し
ま
し

た
。セ

ン
タ
ー
の
開
館
15
周
年
記
念
イ

ベ
ン
ト
と
し
て
は
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
「
豊
か
な
暮
ら
し
と
地
球
環
境

～
サ
ス
テ
ィ
ナ
ブ
ル
社
会
へ
の
新
た

な
視
点
～
」
を
開
催
し
、
地
球
温
暖

化
対
策
の
新
し
い
国
際
ル
ー
ル
で
あ

る
「
パ
リ
協
定
」
の
発
効
を
踏
ま
え
、

地
球
環
境
問
題
と
世
界
や
日
本
の
状

況
の
理
解
と
そ
の
解
決
策
に
つ
い
て
、

既
存
の
考
え
方
や
現
在
の
延
長
で
は

な
く
、
環
境
制
約
や
未
来
の
視
点
か

ら
考
え
、
私
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
何

が
で
き
る
の
か
を
考
え
る
場
を
つ
く

り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
企
画
展
示
で
は
、「
世
界

で
取
り
組
も
う
地
球
温
暖
化
防
止
！

～
京
都
議
定
書
誕
生
20
周
年
記
念
展

～
」
と
「
世
界
の
人
々
の
暮
ら
し
か

ら
考
え
る
、
地
球
温
暖
化
問
題
～
京

都
議
定
書
誕
生
20
周
年
記
念
展
～
」

を
開
催
し
、
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
で
議
論
さ
れ

た
こ
と
や
、
そ
の
後
の
国
際
合
意
で

あ
る
パ
リ
協
定
、
気
候
変
動
に
対
す

る
緩
和
策
・
適
応
策
等
に
つ
い
て
、

理
解
を
深
め
る
展
示
を
行
い
ま
し
た
。

　

さ
ら
に
、
京
都
議
定
書
誕
生
20
周

年
を
記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
「
地
球

環
境
京
都
会
議
２
０
１
７
」
に
協
会

と
し
て
参
画
し
、
こ
の
会
議
で
宣
言

さ
れ
た
「
持
続
可
能
な
都
市
文
明
の

構
築
を
目
指
す
京
都
宣
言
」
に
つ
い

て
も
、
紹
介
を
行
い
ま
し
た
。

　

啓
発
冊
子
に
は
、
京
都
市
に
お
け

る
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
の
推
移
や
京

都
宣
言
、
家
庭
で
で
き
る
温
暖
化
防

止
策
等
に
つ
い
て
紹
介
し
、
京
都
市

内
外
の
施
設
に
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　

社
会
に
は
様
々
な
課
題
が
あ
り
、

環
境
問
題
へ
の
社
会
の
関
心
が
高
い

と
は
決
し
て
言
え
な
い
状
況
で
す
。

し
か
し
、
社
会
課
題
と
環
境
問
題
は

多
く
の
関
係
性
が
あ
り
、
ど
ち
ら
か

一
方
だ
け
を
解
決
す
る
こ
と
は
で
き

ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
も
持
続
可
能
な

社
会
の
実
現
を
目
指
し
て
、
地
道
な

取
組
を
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

京
都
議
定
書
誕
生
20
周
年

　
～
持
続
可
能
な
社
会
の

　
　
実
現
を
目
指
し
て
～

①②「京エコロジーセンター」開館15周年＆アースデイの様子　③④⑤京都議定書誕生20周年記念展

① ②

③

⑤

④

ミ
ッ
シ
ョ
ン

●
私
た
ち
は
、
環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
始
め
と

し
た
、
人
材
育
成
講
座
を
中
心
に
展
開
し
、
環

境
保
全
活
動
を
始
め
る
ベ
ー
ス
を
身
に
付
け
た

人
を
増
や
し
、
実
際
に
活
動
の
場
を
提
供
し
、

自
主
的
に
活
動
を
展
開
で
き
る
ス
キ
ル
を
身
に

付
け
る
支
援
を
し
ま
す
。

●
私
た
ち
は
、
活
動
す
る
場
が
増
え
る
よ
う
、

京
都
を
中
心
と
し
た
地
域
社
会
、
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
事

業
者
、
行
政
、
教
育
機
関
と
の
連
携
を
密
に
し
、

多
く
の
人
材
が
自
主
的
に
活
動
を
展
開
し
、
個

人
や
団
体
の
活
動
の
輪
を
拡
げ
る
こ
と
を
支
援

し
ま
す
。

●
私
た
ち
は
、
様
々
な
場
所
で
展
開
さ
れ
る
新

た
な
環
境
保
全
活
動
を
充
実
し
た
も
の
に
す
る

た
め
、
育
成
し
た
人
材
が
携
え
、
様
々
な
場
所

で
展
開
さ
れ
て
い
く
よ
う
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
開

発
し
ま
す
。

●
私
た
ち
は
、
多
く
の
場
所
で
環
境
保
全
活
動

が
展
開
さ
れ
て
い
く
た
め
に
、
人
材
育
成
・
支

援
、
活
動
の
場
創
り
、
ソ
フ
ト
開
発
で
得
た
ノ

ウ
ハ
ウ
、
成
果
を
国
内
外
に
発
信
し
ま
す
。

①
京
都
に
お
け
る
環
境
保
全
活
動
に
参

加
・
参
画
す
る
人
の
輪
を
広
げ
、
毎
年
多

く
の
環
境
人
材
を
輩
出
し
て
い
ま
す
。

②
京
都
を
中
心
と
し
た
地
域
社
会
、
Ｎ
Ｇ

Ｏ
、
事
業
者
、
行
政
、
教
育
機
関
と
の
連

携
を
密
に
し
、
各
主
体
を
有
機
的
に
結
び

つ
け
る
「
ハ
ブ
」
に
な
り
ま
す
。

③
活
動
に
活
用
さ
れ
る
環
境
教
育
プ
ロ
グ

ラ
ム
な
ど
の
ソ
フ
ト
開
発
と
普
及
の
役
割

を
担
っ
て
い
ま
す
。

④
私
た
ち
の
活
動
の
成
果
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を

世
界
に
発
信
し
、国
際
的
に
も
環
境
教
育
・

環
境
保
全
活
動
の
推
進
に
働
き
か
け
ら
れ

る
存
在
に
な
り
ま
す
。

①
地
域
社
会
と
の
連
携
を
深
め
る

②
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
を
こ
れ
ま
で
以
上
に

③
人
材
育
成

④
京
都
の
環
境
保
全
活
動
・
環
境
教
育
の

ノ
ウ
ハ
ウ
を
全
国
・
世
界
へ
波
及

⑤
環
境
学
習
ツ
ー
ル
・

プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
力
の
強
化

⑥
発
信
力
の
強
化

協
会
の
概
要

　

公
益
財
団
法
人
京
都
市
環
境
保
全
活
動

推
進
協
会
は
、
持
続
可
能
な
社
会
（
低
炭

素
社
会
・
循
環
型
社
会
・
自
然
共
生
社
会
）

を
実
現
す
る
た
め
、市
民
・
事
業
者
・
行
政
・

教
育
機
関
と
連
携
を
強
め
、
広
く
環
境
保

全
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
に
よ
り
、
環
境

に
配
慮
し
た
市
民
の
自
主
的
な
行
動
に
よ

る
地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
に
設
立
さ
れ
た
法
人
で
す
。

　

こ
の
目
的
の
達
成
の
た
め
に
、
環
境
意

識
の
普
及
、
啓
発
、
環
境
情
報
の
発
信
、

環
境
保
全
に
関
す
る
調
査
、
研
究
、
環
境

教
育
及
び
人
材
育
成
、
環
境
保
全
の
た
め

の
市
民
、
事
業
者
等
と
の
連
携
、
支
援
、

環
境
意
識
の
向
上
の
た
め
の
国
際
的
な
連

携
、
支
援
、
環
境
保
全
活
動
に
関
す
る
施

設
の
管
理
運
営
等
を
、
市
民
・
事
業
者
・

行
政
・
教
育
機
関
と
の
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ

プ
に
基
づ
き
行
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

持
続
可
能
な
地
域
社
会
を
築
く
た
め
の

活
動
に
参
加
・
参
画
す
る
人
を
増
や
し
、

人
と
人
、
様
々
な
団
体
を
つ
な
げ
る
。

環
境
に
配
慮
し
た
市
民
の

自
主
的
な
行
動
に
よ
る

地
域
社
会
づ
く
り
に
寄
与
す
る

ビ
ジ
ョ
ン

６
つ
の
方
向
性

京都市の環境学習施設「京（みやこ）エコロジー
センター」の指定管理業務を行い、様々な 環
境学習プログラムを展開しています。

環境学習・環境保全活動支援事業

環境学習、環境をテーマにしたワークショップ、
セミナー等へ、当協会の職員を講師として派遣
しています。

講師派遣事業

環境学習施設運営やボランティア制度構築をご検討中の方々向けに、
運営ノウハウの提供や制度設計のコンサルテーションを行います。

その他事業

京都市の「エコ学区に係る学習会等支援業務」を
受託し、地域コミュニティの相談窓口「エコ学区
サポートセンター」を運営しています。

地域環境活動支援事業

これまでの事業で積み重ねたノウハウを、海外
での環境保全活動推進に役立てるため、研修受
け入れや技術移転を行っています。

国際事業

環境学習・環境保全活動支援事業
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昨
年
の
12
月
に
京
都
議
定
書
誕
生
20
周
年
を

記
念
し
て
開
催
さ
れ
た
「
地
球
環
境
京
都
会
議

２
０
１
７
」
に
お
い
て
、
パ
リ
協
定
が
掲
げ
る

今
世
紀
後
半
の
温
室
効
果
ガ
ス
の
実
質
排
出
ゼ

ロ
の
実
現
に
む
け
て
「
持
続
可
能
な
都
市
文
明

の
構
築
を
目
指
す
京
都
宣
言
」が
発
表
さ
れ
た
。

こ
の
時
、
提
示
さ
れ
た
２
０
５
０
年
の
世
界
の

都
市
の
あ
る
べ
き
姿
を
イ
メ
ー
ジ
化
し
た
も
の

が
今
回
の
イ
ラ
ス
ト
で
あ
る
。

　

２
０
５
０
年
に
は
、
①
自
然
と
の
共
生
が
実

現
し
て
い
る
。
②
市
民
の
価
値
観
や
ラ
イ
フ
ス

タ
イ
ル
の
転
換
が
進
ん
で
い
る
。
③
持
続
可
能

社
会
を
構
築
す
る
「
担
い
手
」
が
育
成
さ
れ
て

を
構
築
す
る
「
担
い
手
」
の
育
成
に
力
を

入
れ
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
地
球
規
模
で
の
温
暖

化
対
策
を
促
進
し
、
恵
み
豊
か
な
地
球
環

境
を
未
来
に
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、
私

た
ち
一
人
ひ
と
り
が
こ
の
「
京
都
宣
言
」

の
理
念
を
踏
ま
え
た
取
り
組
み
を
実
践
し

て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
当
協
会
も
微

力
な
が
ら
、
京
都
宣
言
の
実
現
に
向
け
て

努
力
を
重
ね
た
い
。

い
る
。
④
技
術
革
新
と
同
時
に
、
気
候
変

動
に
よ
る
影
響
へ
の
適
応
策
が
十
分
に
進

ん
で
い
る
。
⑤
都
市
に
よ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー

自
治
が
実
現
し
て
い
る
。
な
ど
の
具
体
的

な
項
目
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
中
で
、
自
然

と
の
共
生
や
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
転
換
を

イ
ラ
ス
ト
の
真
ん
中
に
置
き
、
再
生
可
能

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
推
進
や
都
市
交
通
シ
ス
テ

ム
の
高
度
化
な
ど
を
描
い
て
み
た
。特
に
、

当
協
会
と
し
て
は
、
③
の
持
続
可
能
社
会

協会が取組む主な目標

　

当
協
会
は
、
京
都
に
と
ど
ま

ら
ず
、
世
界
の
よ
り
多
く
の

人
々
や
団
体
と
一
緒
に
環
境
教

育
・
環
境
保
全
活
動
を
拡
げ

て
い
く
取
組
を
行
っ
て
い
ま

す
。
京
都
で
当
協
会
が
培
っ
て

き
た
経
験
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
伝
え

る
た
め
に
、
海
外
へ
職
員
を
専

門
家
と
し
て
派
遣
す
る
こ
と
だ

け
で
な
く
、
海
外
か
ら
の
研
修

事
業
も
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま

す
。
２
０
１
１
年
度
か
ら
始
め

　

市
原
野
学
区
（
京
都
市
左
京

区
）
で
、
エ
コ
学
区
チ
ャ
レ
ン

ジ
プ
ロ
グ
ラ
ム
「
地
域
で
作
る

創
エ
ネ
と
地
域
シ
ン
ボ
ル
へ
の

照
明
確
保
」
を
実
施
し
ま
し
た
。

電
気
や
水
力
発
電
に
つ
い
て
の

勉
強
を
行
い
、
参
加
さ
れ
た
子

ど
も
と
お
と
な
で
力
を
合
わ
せ

て
発
電
機
を
製
作
し
て
頂
き
ま

し
た
。

　

会
場
に
様
々
な
発
電
機
を
準

備
し
、
ま
ず
は
発
電
す
る
こ
と

を
楽
し
み
な
が
ら
体
験
し
て
も

ら
い
ま
し
た
。
後
日
、
完
成
し

た
小
水
力
発
電
機
を
使
っ
た
Ｌ

た
海
外
か
ら
の
研
修
事
業
で
す

が
、
２
０
１
７
年
度
の
受
入
を

も
っ
て
、
こ
れ
ま
で
の
受
入
人

数
が
18
ヶ
国
・
１
０
９
名
を
数

え
ま
し
た
（
独
立
行
政
法
人
国

際
協
力
機
構
（
Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
）
よ

り
受
託
し
て
い
る
国
別
研
修
・

課
題
別
研
修
・
日
系
研
修
、
草

の
根
技
術
協
力
事
業
に
お
け
る

訪
日
研
修
、
協
会
独
自
で
の
研

修
受
入
の
合
計
）。

Ｅ
Ｄ
電
球
の
点
灯
式
に
ご
協
力

さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
水
路
も

新
た
に
木
材
で
作
成
さ
れ
神
社

の
景
観
に
も
と
て
も
配
慮
さ
れ

た
物
に
な
り
ま
し
た
。
発
電
さ

れ
た
電
気
を
バ
ッ
テ
リ
ー
に
取

り
込
み
、
そ
こ
か
ら
境
内
の
賽

銭
箱
の
上
部
に
６
つ
の
柔
ら
か

な
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
よ
る
灯

り
が
無
事
に
灯
り
ま
し
た
。

　

市
原
野
学
区
で
は
今
後
、
完

成
し
た
水
車
を
利
用
し
て
行
事

の
際
に
神
社
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

を
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

神
社
の
防
犯
や
夜
間
の
安
全
対

策
に
も
活
用
を
考
え
ら
れ

て
い
ま
す
。
市
原
野
学
区

の
皆
さ
ま
が
、
こ
れ
か
ら

も
再
生
可
能
で
環
境
配
慮

さ
れ
た
電
気
を
更
に
増
や

さ
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い

ま
す
。

公益財団法人
京都市環境保全活動推進協会

理事長 高月　紘

理
事
長
メ
ッ
セ
ー
ジ京都宣言の実現に向けて

SDGsは「Sustainable Development Goals（持続可能な開発目標）」の略称です。
SDGsは 2015年 9月の国連サミットで採択された「持続可能な開発のための
2030アジェンダ」にて記載されている、国連加盟193か国が2016年～2030
年の15年間で達成するために掲げた目標です。

すべての人々に包摂
的かつ公平で質の高
い教育を提供し、 生涯
学習の機会を促進す
る。

都市と人間の居住地
を包摂的、安全、レジ
リエントかつ持続可能
にする。

海洋と海洋資源を持
続可能な開発に向け                    
て保全し、持続可能
な形で利用する。

持続可能な開発に向
けて実施手段を強化
し、 グローバル・パー
トナーシップを活性化
する。

すべての人々に手ご
ろで信頼でき、持続
可能かつ近代的なエ
ネルギーへのアクセ
スを確保する。

気候変動とその影響に
立ち向かうため、緊急 
対策を取る。

持続可能な消費と生
産のパターンを確保
する。

陸上生態系の保護、回復お
よび持続可能な利用の推進、
森林の持続可能な管理、砂
漠化への対処、土 地劣化の
阻止および逆転、ならびに生
物多様性損失の阻止を図る。

京
都
か
ら
世
界
へ
！
拡
が
る

環
境
教
育
・
環
境
保
全
活
動
の
輪

地
域
の
安
心
安
全
と
皆
さ
ん
の
笑
顔
に
、

水
の
恵
み
が
明
か
り
を
灯
し
て
く
れ
る

2050年の世界の都市のあるべき姿

〜
海
外
か
ら
研
修
員
の
受
入
が

　
１
０
０
名
を
超
え
ま
し
た
～

水
の
力
で
電
気
を
作
ろ
う
！

地域環境保動支援事業

国際事業
①

①

④

② ③

③

⑤

④

②

① JICA課題別研修修了式　② JICA課題別研修の様子
③グループワーク　④国別研修・中国　⑤京都市の廃棄物管理施設の視察の様子

①水車が回ると歓声があがった　②水車の制作には子どもたちも参加　③神社の社殿で全体
の説明を受ける参加者　④市原野学区の大神宮社の境内を流れる水路を利用
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事
業
実
績

入館の理由
入館者数の推移

2012

2016

2010
2005

2004

74210

75815
80068

96377
93009

101869

91847

69380
68881

2006 2008 2010 2012 2014 2016 2018団体見学

エコ学習

会議等

一般来館
者

※エコ学習…京都市立小学校
を受入れて行う環境学習

2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
全体入館数 74,210 75,815 69,380 77,979 79,733 80,068 68,881 87,434 96,377 94,546 91,847 100,701 101,869 93,009

団体見学 4,870 7,217 7,050 7,584 8,850 5,911 6,714 6,026 5,468 6,104 6,091 5,859 5,018 5,517
エコ学習 11,318 11,716 10,964 11,236 10,817 5,598 4,013 5,219 5,504 4,949 4,794 3,944 3,961 4,608
会議室等 4,895 5,306 5,454 7,167 6,707 5,280 5,432 4,987 4,807 44,30 4,359 4,894 5,114 5,158

一般来館者 53,127 51,576 45,912 51,992 53,359 63,279 48,705 64,819 71,051 66,335 69,839 74,902 78,083 74,049

学習会 ブース出展 連続学習会 担い手セミナー
回数 参加人数 回数 参加人数 回数 参加人数 回数 参加人数 回数計 参加人数計

2013 22 778 4 224 ー ー ー ー 26 1,002
2014 22 559 16 1,017 30 530 ー ー 68 2,106
2015 33 1,109 13 1,407 13 163 ー ー 59 2,679
2016 19 1,080 14 1,923 27 350 3 79 63 3,432
2017 36 1,993 20 2,556 34 544 3 61 93 5,154

登録者 2002 2003 2004 2005 2006 2007 2008 2009 2010 2011 2012 2013 2014 2015 2016 2017
エコメイト 85 104 108 85 81 83 82 72 61 55 51 47 42 51 52 55

京エコサポーター ー ー ー 31 51 74 89 89 87 81 94 108 118 122 133 136
合計 85 104 108 116 132 157 171 161 148 136 145 155 160 173 185 191

■京エコロジーセンターの目的別入館者数■地域環境活動に参加された人数

■海外支援活動国数
■環境ボランティア登録者数の推移

　

多
く
の
方
々
に
入
館
し
て
い

た
だ
い
て
い
る
要
因
の
一
つ

は
、
魅
力
的
な
環
境
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
存
在
で
す
。
自
ら
環

境
に
配
慮
し
た
暮
ら
し
を
実
践

す
る
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、

セ
ン
タ
ー
に
入
館
さ
れ
る
市
民

を
温
か
く
ご
案
内
し
ま
す
。

　

２
０
１
１
年
度
か
ら
始
め

た
海
外
か
ら
の
研
修
事
業
は
、

２
０
１
７
年
度
を
も
っ
て
、
延

べ
18
ヶ
国
・
１
０
９
名
と
な
り

ま
し
た
。
環
境
教
育
や
環
境
保

全
活
動
に
お
け
る
人
材
育
成
や

仕
組
み
づ
く
り
、
市
民
参
画
推

進
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
一
方
的
に
伝

え
る
だ
け
で
は
な
く
、
京
都
や

日
本
の
事
例
を
も
と
に
海
外
の

実
情
を
考
え
合
わ
せ
、
自
国
で

活
か
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

研
修
員
を
支
援
し
て
い
ま
す
。

　

協
会
は
、
社
会
公
共
の
利
益
を
は

か
る
こ
と
を
目
的
と
し
、
営
利
を
目

的
と
し
な
い
公
益
財
団
法
人
と
し

て
、
事
業
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

現
状
で
は
、
京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン

タ
ー
指
定
管
理
費
や
、
エ
コ
学
区
関

連
の
業
務
等
の
京
都
市
受
託
収
入
が

大
半
を
占
め
ま
す
が
、
持
続
可
能
な

組
織
経
営
に
向
け
、
新
た
な
事
業
展

開
に
も
挑
戦
し
て
い
き
ま
す
。

　

２
０
１
３
年
度
に
26
学
区

か
ら
開
始
し
た
当
事
業
は
、

２
０
１
５
年
度
に
京
都
市
全
体

（
２
２
２
学
区
）
に
展
開
す
る

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
こ
れ
ま

で
学
区
の
皆
さ
ん
と
良
好
な
関

た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
１
・
２
期
生

を
含
め
、
２
０
１
７
年
度
に
新

た
に
加
わ
っ
た
17
期
生
を
合
わ

せ
、
総
勢
１
９
１
名
の

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に

支
え
て
頂
き
ま
し
た
。

セ
ン
タ
ー
が
単
な
る
ハ

コ
モ
ノ
で
は
な
く
魅
力

的
な
人
が
介
在
す
る
施

設
と
な
る
こ
と
を
目
指

し
て
い
ま
す
。

係
を
築
く
と
共
に
、
エ
コ
活
動

の
啓
発
や
環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
、

２
０
１
７
年
度
に
は
過
去
最
大

規
模
で
エ
コ
活
動
の
支
援
を
行

う
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
「
エ
コ

メ
イ
ト
」
は
、
毎
年
開
催
す
る

新
規
養
成
講
座
を
経
て
、
館
内

を
中
心
に
活
動
し
、
３
年
後
に

は
「
京
エ
コ
サ
ポ
ー
タ
ー
」
と

な
っ
て
セ
ン
タ
ー
内
外
で
サ

ポ
ー
ト
し
て
頂
い
て
い
ま
す
。

セ
ン
タ
ー
開
館
前
に
養
成
さ
れ

　

２
０
１
８
年
度
以
降
は
、
学

区
の
お
悩
み
解
決
と
エ
コ
活
動

を
関
連
さ
せ
た
提
案
を
行
い
、

地
域
課
題
と
環
境
課
題
が
同
時

に
解
決
す
る
よ
う
、
更
に
発
展

さ
せ
た
支
援
を
実
施
し
て
い
く

予
定
で
す
。

　

２
０
１
２
年
か
ら
６
年
連
続
で
、
９
万
人
を
超
え
る
方
々
に
入
館

い
た
だ
く
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も
さ
ら
に
足
を
運
ん
で
頂
け

る
よ
う
、
館
内
の
コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実
す
る
と
と
も
に
、
団
体
見
学
・

啓
発
イ
ベ
ン
ト
な
ど
の
広
報
を
強
化
し
て
参
り
ま
す
。

魅
力
的
な
施
設
を

目
指
し
て

地
域
課
題
の
解
決
に
つ
な
が
る
エ
コ
活
動
を
提
案

京
都
で
培
っ
た
経
験
で

７
か
国
を
支
援

持
続
可
能
な
組
織
経
営
を
目
指
し
て

環
境
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
、

過
去
最
多
に

0

50

100

150

200

20042002 2006 2008 2010 2012 2014 2016

エコメイト登録者 京エコサポーター登録者

2013 2014 2015 2016 2017

学習会 ブース出展

連続学習会 担い手セミナー

0

1000

2000

3000

4000

5000

6000

2013 2014 2015 2016 2017
地域 １ ８ 10 ４ ８

事業年度 2015 2016 2017
経常収益 187,611 208,496 208,179
経常費用 177,530 220,836 207,274
経常増減 10,081 -12,340 905

経常外収益 0 0 0
経常外費用 41 0 0

正味財産増減 10,041 -12,340 905
資産合計 161,547 180,215 161,242
負債合計 26,372 57,380 37,501
正味財産 135,175 122,835 123,741

■正味財産増減の状況
（単位：千円）
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沿　

革

京エコロジーセンターの歩み（概要）協会の歩み（概要）

京都市一般廃棄物処理基本構想策定
→ごみ問題の学習拠点施設の必要性
を位置づけ1

平成６年

994

国連気候変動枠組条約
第１回締約国会議（COP1 ベルリン）1

平成７年

995

新京都市環境管理計画策定
→ COP 記念センター構想1

平成８年

996

国連気候変動枠組条約第3回締約国会議
（COP3 161カ国参加）→京都議定書を採択1

平成９年

997

環境学習・エコロジーセンター（仮称）
基本構想策定懇話会を設置1

平成10年

998

環境学習・エコロジーセンター
基本計画を策定1

平成11年

999

建設工事着工。　
環境学習・エコロジーセンター（仮称）
事業検討委員会・企画委員会を設置
→市民・各種団体・ＮＰＯ・事業者・教育
関係者・行政で構成（現在：事業運営委員会）

2
平成12年

000

京エコロジーセンターの
環境ボランティア養成を開始（9月）

財団法人京都市環境
事業協会設立（２月） 2

平成13年

001

京エコロジーセンター
の運営開始（4月） 京エコロジーセンター開館（４月）2

平成14年

002

京都議定書発効（2月16日）　
京都市地球温暖化対策条例施行（4月1日）
京エコロジーセンター中長期計画を策定2

平成17年

005

京エコロジーセンター
指定管理者による運営

・管理開始（第１期） 2
平成18年

006

京エコロジーセンター
指定管理者による運営

・管理開始（第２期） 2
平成21年

009

京エコロジーセンター第2期中長期計画策定（3月）　
→2015年度事業プロジェクト到達点を明記
改正京都市地球温暖化対策条例施行（4月1日）
→温室効果ガス総排出量の削減目標を数値化
2020年25％削減、2030年40％削減（1990年比）

2
平成23年

011

京エコロジーセンター開館10周年（4月21日）2
平成24年

012

京エコロジーセンター
指定管理者による運営

・管理開始（第３期） 2
平成25年

013

公益財団法人京都市
環境保全活動推進協
会に改称（４月１日）

京エコロジーセンターの開館以来の
来館が100万人を達成（7月18日）2

平成26年

014

中期計画策定
京エコロジーセンターの年間の来館者が
初めて10万人を達成（３月28日）
国連気候変動枠組条約第21回締約国会議に
てパリ協定採択

2
平成27年

015

京エコロジーセンターの年間来館者数が
２年連続10万人を達成（３月26日）2

平成28年

016

持続可能な都市文明の
構築を目指す京都宣言 2

平成29年

017

環境保全に関する
活動のための施設提供

環境ボランティアの養成講座で、当館の展示物を使用して、環境学習プログラムを実演

貸出ツール BOX「ちきゅまるのはこ」の１つ。子ども
同士はもちろん、親子や先生と生徒など、大勢で一緒
に楽しく環境学習に取り組める

京エコロジーセンター屋上にあるビオトープの様子。「え
こそらキッズ」では野菜やお米の栽培を実際に体験しな
がら自然を学んでいる

 図書イベント「おはなし会」の様子。蔵書の中から子ど
もたちが興味を持ってくれるものを選んで、読み聞かせ
をしている

タ
ー
）」
の
管
理
運
営
を
通
し

て
、
協
会
は
市
民
の
皆
さ
ま
と

共
に
歩
ん
で
き
ま
し
た
。

　

２
０
１
４
年
４
月
に
は
「
公

益
財
団
法
人
京
都
市
環
境
保
全

活
動
推
進
協
会
」
へ
と
改
称

し
、
持
続
可
能
な
社
会
の
実
現

を
目
指
し
て
、
国
内
外
で
、
市

　

１
９
９
７
年
に
「
地
球
温
暖

化
防
止
京
都
会
議（
Ｃ
Ｏ
Ｐ
３
）」

が
開
催
さ
れ
た
こ
と
を
記
念
し

て
、
２
０
０
２
年
に
開
設
さ
れ

た
環
境
学
習
や
環
境
保
全
活
動

の
輪
を
広
げ
る
た
め
の
拠
点
施

設
「
京
都
市
環
境
保
全
活
動
セ

ン
タ
ー
（
京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン

民
・
事
業
者
・
行
政
・
教
育
機

関
と
連
携
を
強
め
、
広
く
環
境

保
全
活
動
を
推
進
す
る
こ
と
に

よ
り
、
環
境
に
配
慮
し
た
市
民

の
自
主
的
な
行
動
に
よ
る
地
域

社
会
づ
く
り
に
寄
与
で
き
る
よ

う
、
更
な
る
歩
み
を
す
す
め
て

い
ま
す
。

環境学習・環境保全活動支援事業
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団
体
見
学
で
は
、
国
内
外
か
ら

様
々
な
団
体
の
見
学
受
け
入
れ
を
行

い
ま
し
た
。
年
間
受
け
入
れ
件
数
は
、

団
体
見
学
が
１
８
２
件
５
５
１
７

名
、
京
都
市
立
小
学
校
を
対
象
に

し
た
セ
ン
タ
ー
学
習
が
１
６
３
件

４
６
０
８
名
、
合
わ
せ
て
３
４
５
件

１
万
１
２
５
名
の
受
け
入
れ
を
行
い

ま
し
た
。
昨
年
と
比
べ
て
団
体
見
学

は
９
％(

４
９
９
名)

、
エ
コ
学
習

は
16
％(

６
４
７
名)

増
加
し
ま
し

た
。

　

ま
た
、
団
体
見
学
を
広
く
広
報
し
、

見
学
者
数
の
増
加
を
図
る
た
め
に
、

京
都
市
近
隣
の
小
学
校
や
旅
行
会
社

を
対
象
に
し
た
団
体
見
学
チ
ラ
シ
を

そ
れ
ぞ
れ
配
布
し
ま
し
た
。

　

来
館
者
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、
年
間

（
２
０
１
７
年
８
月
～
２
０
１
８
年

３
月
実
施
）
で
２
４
４
件
の
回
答
を

得
ま
し
た
。
来
館
目
的
に
関
す
る
設

問
で
は
、
木
の
お
も
ち
ゃ
ひ
ろ
ば
利

用
が
22
％
、
イ
ベ
ン
ト
参
加
が
21
％
、

た
ま
た
ま(

来
館
し
た
）
が
14
％
と

い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。
満
足
度

に
関
す
る
設
問
で
は
、「
ま
た
来
館

し
た
い
」
が
88
％
、「
ど
ち
ら
で
も

な
い
」が
10
％
、「
来
館
し
た
く
な
い
」

３
％
と
い
う
結
果
に
な
り
ま
し
た
。

　

展
示
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
、
８

月
に
６
施
設
を
視
察
し
ま
し
た
。
そ

の
後
、
事
業
運
営
委
員
会
及
び
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
全
体
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
に
お

い
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
た
方

向
性
を
説
明
し
、
委
員
お
よ
び
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
か
ら
も
意
見
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
れ
ら
の
意
見
も
踏
ま
え
、

リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
内
容
を
検
討
し
ま
し

た
。
ま
た
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け

た
計
画
の
資
料
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

企
画
展
示
は
、
主
催
の
企
画
展
示

４
件
、
共
同
主
催
型
企
画
展
示
３
件
、

計
７
件
を
開
催
し
ま
し
た
。
特
に
今

年
度
は
地
球
環
境
京
都
会
議
（
Ｋ
Ｙ

Ｏ
Ｔ
Ｏ
＋
20
）
の
開
催
に
合
わ
せ
、

夏
か
ら
「
世
界
で
取
り
組
も
う
地
球

温
暖
化
防
止
！
～
京
都
議
定
書

誕
生
20
周
年
記
念
展
～
」
を
開

催
し
ま
し
た
。
ま
た
、
秋
か
ら

は
「
世
界
の
人
々
の
暮
ら
し
か

ら
考
え
る
、
地
球
温
暖
化
問
題

～
京
都
議
定
書
誕
生
20
周
年
記

念
展
～
」
を
開
催
し
、
企
画
展

示
を
通
し
て
地
球
温
暖
化
防
止

へ
の
啓
発
を
行
い
ま
し
た
。

　

木
の
お
も
ち
ゃ
ひ
ろ
ば
は
、

年
間
で
７
６
５
２
名
の
利
用
が

あ
り
ま
し
た
。

　

か
ん
き
ょ
う
図
書
コ
ー
ナ
ー
を
通

し
て
、
市
民
に
環
境
に
つ
い
て
関
心

を
高
め
る
機
会
を
提
供
し
ま
し
た
。

　

年
間
で
貸
出
人
数
６
８
０
名
、
貸

出
冊
数
が
２
３
３
４
冊
あ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
年
間
で
４
５
１
冊
の
資
料
を

新
た
に
追
加
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
12
月
３
日
（
日
）
に
図
書

イ
ベ
ン
ト
「
絵
本
読
み
聞
か
せ
『
お

は
な
し
会
』」
を
実
施
し
、
11
人
の

参
加
が
あ
り
ま
し
た
。
12
月
14
日

（
木
）
に
は
蔵
書
点
検
作
業
を
実
施

し
ま
し
た
。

開催期間 事業名（共催団体等）

１ 7月7日～8月29日

公募型企画展
「平成28年度（第14回）京都環境賞受賞者の

活動紹介パネル展示」
（京都市環境政策局環境企画部環境管理課）

２ 7月22日～1月14日
「世界で取り組もう地球温暖化防止！

～京都議定書誕生20周年記念展～」

３ 10月25日～11月8日

公募型企画展
「第33回京都まちとみどり写真コンクール展示会」
（京都府都市計画協会 

京都市建設局みどり政策推進室）

４ 11月1日～1月14日
「世界の人々の暮らしから考える、地球温暖化

問題～京都議定書誕生 20 周年記念展～」

５ 11月14日～12月13日 「2018 年　環境カレンダー原画展」

６ 1月23日～2月2日

公募型企画展
「平成29年度『まちかど生きもの観察記』

受賞作品展」
（京都市環境政策局環境企画部環境管理課）

７ 2月6日～3月31日 「もり森もく木りん林展
～森林の川上から川下へ～」

団
体
見
学
は
、増
加
。学
校
や
旅
行
社
に
チ
ラ
シ
配
布

環
境
の
保
全
に
関
す
る
資
料
及
び
装
置
の
展
示

環
境
の
保
全
に
関
す
る

情
報
の
収
集
及
び
提
供

　

１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
貸
し

出
し
ツ
ー
ル
Ｂ
Ｏ
Ｘ
「
ち
き
ゅ

ま
る
の
は
こ
」
を
新
た
に
設
置

し
ま
し
た
。
貸
し
出
し
ツ
ー
ル

Ｂ
Ｏ
Ｘ
と
は
、
箱
の
中
に
入
っ

て
い
る
ツ
ー
ル（
体
験
型
展
示
・

観
察
道
具
等
）
を
遊
び
方
の
説

明
書
を
読
み
、
来
館
者
が
解
説

者
を
通
さ
ず
に
環
境
に
対
す
る

知
識
や
エ
コ
な
ど
を
体
験
し
な

が
ら
学
ぶ
ツ
ー
ル
で
す
。
小
学

校
低
学
年
〜
中
学
年
・
親
子
を

対
象
と
し
て
製
作
し
ま
し
た
。

　

中
身
は
買
い
物
ゲ
ー
ム
を
通

し
て
旬
の
食
べ
も
の
に
つ
い
て

学
ぶ
こ
と
が
出
来
る
も
の
や
、

琴
引
浜
の
砂
か
ら
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
ご
み
を
分
け
る
体
験
か
ら
海

の
ご
み
に
つ
い
て
学
ぶ
こ
と
が

　

２
０
１
８
年
２
月
６
日（
火
）

か
ら
３
月
31
日（
土
）の
期
間
に

お
い
て
、
京
都
の
森
林
・
林
業

関
係
団
体
に
協
力
を
頂
き
、
地

球
温
暖
化
と
森
林
の
関
わ
り
に

関
す
る
企
画
展
を
行
い
ま
し
た
。

一
昨
年
度
か
ら
続
く
シ
リ
ー
ズ

を
バ
ー
ジ
ョ
ン
ア
ッ
プ
し
て
開

催
し
ま
し
た
。
今
回
の
企
画
展

で
は
、
木
が
森
林
か
ら
暮
ら
し

に
辿
り
着
く
ま
で
に
ど
の
よ
う

な
仕
事
と
人
が
関
わ
っ
て
い
る

か
と
い
う
こ
と
を
パ
ネ
ル
で
紹

介
し
、
一
本
の
木
か
ら
木
製
品

に
な
る
ま
で
の
過
程
も
見
て
頂

き
ま
し
た
。
木
を
よ
り
身
近
に

感
じ
て
も
ら
う
こ
と
で
木
材
の

利
用
促
進
に
繋
が
る
よ
う
に
工

夫
し
ま
し
た
。
ま
た
、
関
連
イ

ベ
ン
ト
で
は
、
京
都
市
内
産
材

の
杉
板
を
使
っ
た
木
の
時
計
づ

く
り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
ま
し
た
。
好
き
な
形
や
色
に

デ
ザ
イ
ン
し
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の

時
計
を
作
り
ま
し
た
。
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
始
ま
り
に
京
都
市

の
森
林
の
話
な
ど
を
し
た
こ
と

か
ら
、「
京
都
市
の
森
林
の
状

況
が
知
れ
て
良
か
っ
た
」「
京

都
に
こ
ん
な
に
木
が
あ
る
と
は

知
ら
な
か
っ
た
」
な
ど
の
コ
メ

ン
ト
を
頂
き
ま
し
た
。

出
来
る
も
の
な
ど
、
色
々
な
環

境
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
学
ぶ
こ

と
が
出
来
る
内
容
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
屋
上
ビ
オ
ト
ー
プ
の

生
き
も
の
を
観
察
で
き
る
虫
メ

ガ
ネ
等
が
セ
ッ
ト
さ
れ
た
箱
も

あ
り
、
展
示
を
楽
し
む
た
め
の

ツ
ー
ル
が
入
っ
て
い
る
も
の
も

多
く
、
エ
コ
セ
ン
を
も
っ
と
楽

し
む
こ
と
が
出
来
る
内
容
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

他
に
も
木
の
お
も
ち
ゃ
や
環

境
を
テ
ー
マ
に
し
た
カ
ル
タ
や

す
ご
ろ
く
も
あ
り
、
初
め
て
来

た
来
館
者
も
、
く
り
返
し
訪
れ

る
来
館
者
に
も
楽
し
め
る
ツ
ー

ル
に
な
っ
て
い
ま
す
。

何が入っているかな？ わくわく どきどき 
貸し出しツールBOX「ちきゅまるのはこ」

企画展 「もり森もく木りん林展
　～森林の川上から川下へ～」を開催　

森林を身近に感じて、地球温暖化を考える

自然や環境を体感できる道具を無料で貸し出し

生きものを観察できるセットは、屋上ビオトープで使用できる

市内産杉板を使って「木の時計づくりワークショップ」を開催しました

新たに設置した貸し出しツー
ル BOX「ちきゅまるのはこ」

木が私たちに暮らしに辿り着く
までをパネル展示で紹介

手回し発電のセットでは、自分で
電気を作る体験ができる

京都産の木材の製品を展示して、森林
を身近に感じる工夫を行いました

自由に利用できるかんきょう図書コーナー。
環境に関する蔵書が 7,000 冊以上ある

コ ラ ム
エコセン

環境学習・環境保全活動支援事業
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情報の収集及び提供

「季刊誌えこせん」を制作する企画会議の様子

KYOTO+20 開催に合わせた啓発冊子

小・中学校の環境副読本

京のくらしと人とエコを紹介する、
季刊誌「えこせん」

季刊誌制作検討の様子。収集した情報を整理して、
わかりやすく伝えるための打合せをしている

協会スタッフによる季刊誌撮影の様子。読む人が興味
をもってもらえるように、身近で起きている最新情報
を取り入れるようにしている

エコロジー情報を発信するための試行錯誤の様子。子どもか
ら大人まで視覚的に伝わるよう、表現を意識している

　

市
民
の
環
境
意
識
を
高
め
る
こ
と

を
目
的
に
、
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
＋
20
開
催

に
合
わ
せ
、「
地
球
温
暖
化
防
止
」「
京

都
議
定
書
誕
生
20
周
年
」
が
テ
ー
マ

の
啓
発
冊
子
を
作
成
し
ま
し
た
。
３

月
に
６
５
０
０
部
を
印
刷
し
、
館
内

に
設
置
、
お
よ
び
環
境
関
連
団
体
等

に
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　

平
成
30
年
度
版
環
境
副
読
本
を
作

成
し
、
京
都
市
内
の
全
小
中
学
校
や

関
連
機
関
・
協
力
団
体
等
に
配
布
を

お
こ
な
い
ま
し
た
。
総
合
的
な
学
習

の
時
間
や
各
教
科
内
で
環
境
を
テ
ー

マ
に
学
習
す
る
際
に
活
用
さ
れ
ま
す
。

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
Ｈ
Ｐ
へ
の

掲
載
を
行
い
、
平
成
30
年
度
版
環
境

副
読
本
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
や
、
学
習

の
補
助
教
材
と
し
て
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

動
画
を
見
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に

し
ま
し
た
。
ま
た
、
環
境
副
読
本
の

活
用
を
増
や
す
た
め
、
授
業
指
導
案

の
募
集
を
行
い
、
活
用
事
例
の
紹
介

を
Ｈ
Ｐ
上
で
掲
載
。
小
学
４
年
生
用
、

小
学
５
年
生
用
各
１
万
４
５
０
０
部
、

中
学
生
用
１
万
５
５
０
０
部
を
印
刷

し
ま
し
た
。

　

季
刊
誌
『
え
こ
せ
ん
』
を
隔
月
で

年
６
回
、
毎
号
５
５
０
０
部
（
昨
年

度
よ
り
５
０
０
部
増
）
発
行
し
、
セ

ン
タ
ー
館
内
や
市
内
各
所
に
配
架
し

ま
し
た
。季
刊
誌
の
コ
ン
セ
プ
ト「
京

の
く
ら
し
と
人
と
エ
コ
」
や
メ
イ
ン

の
読
者
層
で
あ
る
親
子
層
や
女
性
を

イ
ベ
ン
ト
案
内
チ
ラ
シ
を
隔
月
で

年
６
回
、
約
４
２
０
０
部
発
行
し
、

セ
ン
タ
ー
館
内
や
市
内
各
所
に
配
架

し
た
ほ
か
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
や
メ
ー

ル
マ
ガ
ジ
ン
、
外
部
の
イ
ベ
ン
ト
情

報
媒
体
等
を
活
用
し
て
情
報
発
信
を

し
ま
し
た
。
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス
は
合

計
９
件
行
い
ま
し
た
。
そ
の
他
、
教

育
旅
行
冊
子
や
フ
リ
ー
ペ
ー
パ
ー
か

ら
環
境
に
関
す
る
記
事
の
執
筆
依
頼

を
受
け
、
原
稿
を
作
成
す
る
等
、
広

く
イ
ベ
ン
ト
情
報
や
環
境
に
関
す
る

情
報
の
発
信
を
行
い
ま
し
た
。
ま
た
、

市
営
地
下
鉄
12
駅
25
面
の
電
照
看
板

と
竹
田
駅
の
ス
テ
ッ
プ
広
告
を
行
い

ま
し
た
。
さ
ら
に
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
に
向
け
て
、
情
報

の
精
査
や
収
集
を
し
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
に
向
け
て
の
サ
イ
ト
マ
ッ
プ
案
を

作
成
し
ま
し
た
。

意
識
し
、
様
々
な
切
り
口
か

ら
家
庭
で
取
り
組
め
る
エ
コ

ラ
イ
フ
を
紹
介
す
る
な
ど
、

読
み
や
す
い
誌
面
づ
く
り
を

行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
特
集
と
セ
ン
タ
ー

で
実
施
す
る
イ
ベ
ン
ト
や
か

ん
き
ょ
う
図
書
コ
ー
ナ
ー
と

関
連
付
け
、
読
者
に
セ
ン

タ
ー
へ
の
来
館
や
利
用
を
促

す
よ
う
に
し
ま
し
た
。

発行号 発行日 特集１ 特集２

No.49
（７月号） ６月20日

地球環境デザイン研究所
ecotone
代表　太田航平氏

水だけでもできる！
簡単でかわいい
キッチン菜園

No.50
（８月号） ７月20日

ハニールネッサンス
米川安寿氏

探してみよう 考えよう 
土から生まれる
オーガニック

No.51
（10月号） ９月20日

作庭家
小川治兵衛氏

読書の秋、到来！　
手づくりブックカバー
で本をおしゃれに

No.52
（12月号） 11月20日

花背 WARA デザイナー
藤井桃子氏

作ってみよう
調味料＆加工品

No.53
（２月号） １月20日

東林院
住職　西川玄房氏

やってみよう、
“わが家の味”味噌づくり
にチャレンジ！

No.54
（４月号） ３月20日

銘木師
中川典子氏

楽しみ方いろいろ
ハーブのある
ゆたかな暮らし

啓
発
冊
子
の
発
行

環
境
副
読
本
の
発
行

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
に
よ
る
情
報
発
信

季
刊
誌「
え
こ
せ
ん
」を
隔
月
で
年
６
回
発
行

（季刊誌えこせん発行号と特集内容）

環境学習・環境保全活動支援事業 環境学習・環境保全活動支援事業
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親
子
向
け
か
ら
環
境
に
関
心
の
あ

る
大
人
の
方
ま
で
、
幅
広
い
層
に
、

楽
し
み
な
が
ら
暮
ら
し
の
中
で
出
来

る
エ
コ
や
持
続
可
能
な
社
会
に
つ
い

て
学
ん
で
い
た
だ
け
る
イ
ベ
ン
ト
を

企
画
・
実
施
し
ま
し
た
。
自
然
環
境

と
こ
れ
か
ら
の
暮
ら
し
を
テ
ー
マ
と

し
た
大
型
イ
ベ
ン
ト
や
２
Ｒ
を
テ
ー

マ
と
し
た
お
金
の
い
ら
な
い
フ
リ
ー

マ
ー
ケ
ッ
ト
、
エ
コ
ク
ッ
キ
ン
グ
、

木
の
工
作
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
、
大
人
向

け
の
映
画
会
な
ど
多
様
な
テ
ー
マ
の

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
し
ま
し
た
。「
え

こ
そ
ら
キ
ッ
ズ
」
で
は
、
抽
選
で
選

ば
れ
た
小
学
１
～
４
年
生
と
そ
の
家

族
48
名
を
対
象
に
、
屋
上
の
田
畑
や

ビ
オ
ト
ー
プ
で
、
１
年
間
の
継
続
プ

ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し
ま
し
た
。

発行日 事業名 講師 人数

10月28日 草木染体験
～自然の色を楽しもう！～

青木正明氏
天然色工房　手染メ屋 17

11月５日 カカオ豆から
チョコレートを作ろう！ Dari K 株式会社 59

11月11日 第10回えこそらキッズ 25

11月13日 家族と同じレシピで OK ！
重ね煮離乳食講座

小田桂子氏
いんやん倶楽部 29

11月25日 第11回えこそらキッズ 24

12月１日
第12回えこそらキッズグループ① 17

第12回えこそらキッズグループ② 24

１月13日

木で作る
離乳食用スプーン教室

川口なおこ氏
トナリ木工 23

第13回えこそらキッズ 33

１月21日 映画「いただきます みそをつ
くる こどもたち」上映会 63

１月27日 第14回えこそらキッズ 27

１月28日 ていねいに暮らしを創る
～エコ・コミュニティ入門～①

今堀洋子 氏
追手門学院大学
河合史惠 氏
NPO 法人トランジション・ジャ
パン理事

25

２月４日

おうちで挑戦！
My 味噌づくり！

平田早紀子氏
管理栄養士 55

ていねいに暮らしを創る
～エコ・コミュニティ入門～②

畑明宏 氏
NHKテレビ講師 
ガーデニング研究家・ 樹木医

20

２月17日 映画「小さな世界は
ワンダーランド」上映会 92

２月18日 ていねいに暮らしを創る
～エコ・コミュニティ入門～③

伊藤洋志 氏
ナリワイ代表 26

２月25日

発見！体験！
ネイチャー
ワールド
～生きものから学ぶ
未来の暮らし～

京都大学 生存圏研究所、京都市動物園
京都府環境部自然環境保全課
京都府保健環境研究所、草木のはちみつ
月桂冠株式会社、株式会社昆虫食の entomo
東大阪大学短期大学部
琴引浜ネイチャークラブハウス
バルネオカメラプロジェクト
羊の原毛屋スピナッツ / スピナッツ出版株式会社
武田薬品工業株式会社 京都薬用植物園
株式会社堀場製作所、有限会社ワールド牧場
gami いまがみ、手作りパン工房 SUZUPAN

1,083

３月４日 ていねいに暮らしを創る
～エコ・コミュニティ入門～④

小野雅司 氏
サイエンズ研究所・アズワンネット
ワーク鈴鹿コミュニティ

28

３月
16・17・18日

フリーフリーマーケット
道具編 in エコセン ひのでやエコライフ研究所 250

３月21日 映画「みつばちマーヤの
大冒険」上映会 188

３月31日 映画「人生フルーツ」上映会 150

発行日 事業名 講師 人数

4月29日

京エコロジーセンター
開館 15 周年＆アースデイ
記念イベントシンポジウム

「豊かな暮らしと地球環境
 ～サスティナブル社会へ
の新たな視点～」

高月紘 氏
京エコロジーセンター館長
浅岡美恵 氏
NPO法人 気候ネットワーク理事長
石田秀輝 氏
東北大学名誉教授

93

5月20日 第１回えこそらキッズ 44

５月27日

「日本の木でおもちゃを
作ろう！マウスボカン」

松島洋一氏
木のおもちゃ作家 27

「日本の木でおもちゃを
作ろう！メリーゴーランド」

松島洋一氏
木のおもちゃ作家 35

６月７日 映画『0円キッチン』上映会 71

６月10日 第２回えこそらキッズ 25

6月30日 「親子で食べたい！体が喜ぶ
旬の重ね煮クッキング」

小田桂子氏
いんやん倶楽部 17

７月１日 第３回えこそらキッズ 41

７月５日 映画『幸せの経済学』上映会 41

７月22日

映画『アリのままでいたい』
上映会 195

第４回えこそらキッズ 31

７月25日 生きもの探偵団 18

７月29日 雲ってなぁ～に？雲を知って、
お天気博士になろう！

一般社団法人日本気象予報士会
関西支部楽しいお天気講座 82

8 月 2 日 キュービックモンスター作るぞ！ 多胡歩未 氏（arumitoy） 81

８月３日 エコと太陽光発電教室 パナソニック株式会社
エコソリューションズ社CS部 52

８月４日 紙すき体験～紙パックから
絵はがきづくり～

宝ホールディングス
株式会社 70

８月５日 第５回えこそらキッズ 40

８月８日 葉っぱや草花でしおりを
作ろう！ 名神深草森の会 122

８月20日 子どもクッキング教室
～自分でつくるカンタンごはん～

平田早紀子氏
管理栄養士 22

８月26日 第６回えこそらキッズ 36

９月９日 第７回えこそらキッズ 30

９月22日 映画 simplife 上映会 ８

９月23日 映画 simplife 上映会 10

９月30日 第８回えこそらキッズ 19

10月９日 発見！いきものの「すごい」
と「ふしぎ」センサーの力 株式会社堀場製作所 11

10月21日 第９回えこそらキッズ 27

年
間
３
５
２
８
人
が

実
施
し
た
イ
ベ
ン
ト
に
参
加

実施件数：46件（うち、大型イベント開催は1件）、参加者数：3,528人

センター屋上にあるビオトープでのイベント「いきもの探偵団」の様子

紙すき体験の様子。企業と連携して環境保全
活動の定着を目指している

旬の食材を利用した料理教室の様子。子どもで
もできる簡単クッキングを楽しく学んでいる

木の工作「キュービックモンスター作るぞ！」の様子。
木にふれ、自然環境について考えるきっかけを作っている

各種講座や講演会の
企画と実施

環境学習・環境保全活動支援事業 環境学習・環境保全活動支援事業

「豊かな暮らしと地球環境～サスティナブル
社会の新たな視点～」講演の様子
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開催日 名　称 会　場 内　容

4月23日 南太秦小学校 春まつり
南太秦小学校 

グラウンド
太陽熱温水器
の展示 等

６月28日 安寧学区　
くらしの匠・説明会 安寧自治会館

省エネに
関する講義 等

７月８日 岩倉明徳学区
おもちゃ交換会 花園町公民館

おもちゃ
の交換会

７月16日 板橋学区  板橋まつり 伏見板橋小学校 発電体験 等

７月19日
安寧学区くらしの匠・
第1回集会 安寧自治会館

省エネに関する
講義 等

７月22日
上鳥羽学区
上鳥羽夏の夜市 村山公園 発電体験 等

７月29日

松ヶ崎学区 夏祭り 松ヶ崎小学校 発電体験 等

柊野学区 夏祭り 柊野小学校 発電体験 等

安朱学区 夏祭り 安朱小学校 発電体験 等

７月30日
久多学区 
久多ふるさとまつり

久多の里自然環境
活用センター 発電体験 等

８月５日
梅逕学区 梅逕夏祭り 元梅逕中学校 発電体験 等

楽只学区 楽只まつり 楽只小学校 発電体験 等

８月６日 桃山東学区
桃山東夏祭り 桃山東文化ホール 発電体験 等

８月９日

安寧学区くらしの匠・
第 2 回集会 元安寧小学校 省エネに関する

講義 等

立誠学区 
高瀬川夏祭り 元立誠小学校 発電体験 等

８月19日 開智学区 開智夏祭り 元開智小学校 発電体験 等

８月23日 安寧学区くらしの匠・
第 3 回集会 元安寧小学校

省エネに関する
講義 等

８月26日 待鳳学区 待鳳まつり 待鳳小学校 発電体験 等

９月３日 太秦学区 ECO フェスタ 
2017 UZU まさ 笑顔ランド太秦 発電体験 等

開催日 名　称 会　場 内　容

10月８日 池田学区
スポーツフェスティバル 池田小学校 発電体験 等

10月14日 待賢学区
たいけんカーニバル 元待賢小学校 発電体験 等

10月15日 葵学区 
葵学区親子まつり 葵小学校 発電体験 等

10月23日 久我学区
くらしの匠・説明会 久我自治連合会館

省エネに
関する講義 等

11月５日 朱雀第二学区
朱雀第二ふれあいまつり 朱雀第二小学校

紙芝居の
読み聞かせ 等

11月11日
久我学区くらしの匠・
第 1 回集会 久我自治連合会館

省エネに関する
講義 等

11月18日 板橋学区 秋のつどい 伏見板橋小学校 発電体験 等

11月19日
小川学区 
ふれあいまつり

京都市立
みつば幼稚園 発電体験 等

11月27日 久我学区くらしの匠・
第 2 回集会 久我自治連合会館

省エネに関する
講義 等

12月２日 銅駝学区
くらしの匠・説明会

藤和シティホームズ
河原町二条AXIS 集会所

省エネに関する
講義 等

12月９日 久我学区くらしの匠・
第 3 回集会 久我自治連合会館

省エネに関する
講義 等

12月10日 金閣学区 焼き芋大会 金閣小学校 発電体験 等

12月16日 銅駝学区くらしの匠・
第 1 回集会

藤和シティホームズ
河原町二条AXIS 集会所

省エネに関する
講義 等

12月23日 銅駝学区くらしの匠・
第２回集会

藤和シティホームズ
河原町二条AXIS 集会所

省エネに関する
講義 等

１月20日 銅駝学区くらしの匠・
第３回集会

藤和シティホームズ
河原町二条AXIS 集会所

省エネに関する
講義 等

１月21日 滋野学区
新春もちつき大会

京都まなび街
生き方探究館 発電体験 等

１月28日 格致学区
格致区民ふれあい広場 下京雅小学校 発電体験 等

　
「
私
た
ち
の
暮
ら
し
に
な
く

て
は
な
ら
な
い
自
然
の
す
ご
さ

や
、
恩
恵
、
人
間
が
与
え
て
い

る
影
響
を
知
り
、
自
然
の
力
を

活
か
し
な
が
ら
、
持
続
可
能
な

暮
ら
し
方
に
つ
い
て
考
え
る
」

こ
と
を
目
的
に
２
月
25
日（
日
）

に
セ
ン
タ
ー
全
館
を
使
っ
た
大

型
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

館
内
で
は
様
々
な
Ｎ
Ｐ
Ｏ
や

企
業
に
よ
る
ブ
ー
ス
や
体
験
が

あ
り
、
薬
草
づ
く
り
や
ミ
ツ
バ

チ
の
巣
を
使
っ
た
キ
ャ
ン
ド
ル

づ
く
り
、
綿
繰
り
や
フ
ェ
ル
ト

ボ
ー
ル
づ
く
り
な
ど
の
工
作
体

験
を
通
し
て
、
人
間
が
自
然
の

恩
恵
を
受
け
て
生
活
し
て
い
る

こ
と
を
実
感
し
て
い
た
だ
く
こ

　

え
こ
そ
ら
キ
ッ
ズ
は
、
小
学

１
～
３
年
生
と
そ
の
家
族
の
方

を
対
象
と
し
た
、
年
間
14
回
の

継
続
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。
年
間

を
通
し
て
、
エ
コ
セ
ン
の
屋
上

で
野
菜
や
お
米
の
栽
培
や
生
き

も
の
観
察
等
を
行
い
、
育
て
た

作
物
は
、
収
穫
し
た
そ
の
日
に

み
ん
な
で
食
べ
た
り
、
ク
ッ
キ

ン
グ
の
回
に
調
理
し
て
食
べ
る

と
い
っ
た
活
動
を
し
ま
し
た
。

栽
培
時
に
は
、
で
き
る
だ
け
種

か
ら
育
て
、
生
長
の
様
子
を
観

察
し
、
育
っ
た
野
菜
を
す
べ
て

収
穫
す
る
の
で
は
な
く
、
一
部

は
花
を
咲
か
せ
、
種
を
つ
け
る

ま
で
お
世
話
を
し
ま
し
た
。
そ

の
種
は
次
の
種
ま
き
で
使
っ
て

い
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
、
普
段

見
る
こ
と
の
で
き
な
い
野
菜
の

姿
を
観
察
で
き
る
だ
け
で
な
く
、

命
の
循
環
を
感
じ
る
こ
と
が
で

き
ま
す
。
花
に
は
チ
ョ
ウ
や
ハ

ナ
ム
グ
リ
な
ど
が
訪
れ
、
他
の

生
き
も
の
の
命
も
育
ん
で
い
ま

す
。

　

活
動
の
最
後
に
は
、
毎
回
の

活
動
を
一
つ
に
ま
と
め
る
絵
巻

を
作
り
、
発
表
会
を
し
ま
し
た
。

継
続
し
て
体
験
的
に
学
ぶ
こ
と

で
、
買
い
物
の
時
に
旬
を
意
識

し
て
選
ぶ
、
な
る
べ
く
野
菜
を

捨
て
る
こ
と
な
く
使
い
切
る
、

子
ど
も
が
料
理
を
残
さ
ず
食
べ

き
る
よ
う
に
な
る
な
ど
と
い
っ

た
変
化
が
見
ら
れ
、
参
加
者
の

暮
ら
し
の
中
で
の
実
践
に
繋
げ

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

て
、
地
域
の
環
境
活
動
を
支
援
す
る
グ
ル
ー
プ

で
す
。
活
動
メ
ニ
ュ
ー
と
し
て
、「
か
ん
き
ょ
う

学
習
会
」と「
ブ
ー
ス
出
展
」の
二
つ
が
あ
り
ま
す
。

　

私
は
主
に
「
か
ん
き
ょ
う
学
習
会
」
を
担
当
し
、

各
地
域
で
出
前
講
座
を
行
っ
て
い
ま
す
。
例
え

ば
、『
く
ら
し
の
匠
』
と
い
う
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

で
は
、
20
名
位
の
地
域
住
民
の
方
と
、
地
球
温

暖
防
止
の
た
め
の
省
エ
ネ
の
大
切
さ
一
緒
に
学
び

ま
す
。
講
義
だ
け
で
な
く
〝
省
エ
ネ
ナ
ビ
〟（
家

庭
の
消
費
電
力
量
を
測
定
す
る
機
器
）
を
設

置
し
て
、
電
気
代
を
節
約
す
る
た
め
の
方
法
を
、

体
験
し
な
が
ら
学
べ
ま
す
。
そ
こ
で
は
、
分
か

り
易
い
話
、
お
よ
び
楽
し
く
手
軽
に
実
践
で
き

る
こ
と
を
心
が
け
て
活
動
し
て
い
ま
す
。

　

活
動
を
通
し
て
、
地
域
の
固
い
絆
を
感
じ
る
と

共
に
、
多
く
の
学
び
・
気
づ
き
が
あ
り
、
私
自
身

も
勉
強
に
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
地
域

の
み
な
さ
ん
と
一
緒
に
、
エ
コ
の
輪
を
広
げ
て
、
持

続
可
能
な
社
会
を
築
い
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
「
京
エ
コ
お
こ
し
隊
」
は
、
エ

コ
メ
イ
ト
を
修
了
し
た
環
境
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
、
環
境
活
動
に

関
す
る
知
識
や
経
験
を
生
か
し

と
が
で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
京

都
の
生
物
多
様
性
か
ら
外
来
種
、

マ
イ
ク
ロ
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
、
エ

コ
ロ
ジ
カ
ル
フ
ッ
ト
プ
リ
ン
ト
、

ボ
ル
ネ
オ
の
熱
帯
林
ま
で
、
人

間
の
営
み
が
ど
の
よ
う
に
世
界

の
生
き
も
の
や
自
然
に
影
響
を

与
え
て
い
る
の
か
を
知
っ
て
い

た
だ
け
る
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

　

ヤ
ギ
や
ヒ
ツ
ジ
に
よ
る
エ
コ

除
草
や
環
境
負
荷
の
少
な
い
タ

ン
パ
ク
源
と
し
て
注
目
さ
れ
て

い
る
昆
虫
食
、
セ
ル
ロ
ー
ス
ナ

ノ
フ
ァ
イ
バ
ー
の
紹
介
ブ
ー
ス

で
は
、
こ
れ
か
ら
の
新
し
い
生

き
も
の
と
の
つ
な
が
り
に
つ
い

て
も
知
っ
て
い
た
だ
く
機
会
と

す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

大型イベント「発見！体験！ネイチャー
ワールド生きものから学ぶ未来の暮らし」

生きものとのつながりや自然の循環を
実感する「えこそらキッズ」

地域からエコ活動の輪を
ひろげよう！

野菜や米を育て、収穫してみんなで食べる

各地域で出前講座を担当

自然の力を生かして持続可能な暮らし方を考える

「ネイチャーワールド生きものから学ぶ未来の暮らし」の集合写真

えこそらキッズ「収穫体験」の様子

えこそらキッズ「クッキング」の様子

「動物園・標本にふれてみ
よう！」の様子

「ヤギ・ヒツジによるエコ除草
およびエサやり体験」の様子

コ ラ ム
エコセン

　

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
連
携

し
て
、
京
都
市
内
の
元
学
区
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
延
べ
１
０
６
名

を
派
遣
し
て
、
ブ
ー
ス
出
展
や

学
習
会
等
の
環
境
啓
発
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
教
育
機
関
と
連
携
し

て
、
京
都
市
教
育
委
員
会
が
実

施
す
る
「
生
き
方
探
求
・
チ
ャ

レ
ン
ジ
体
験
」
推
進
事
業
に
お

い
て
、
上
京
中
学
校
の
生
徒
３

名
の
職
場
体
験
を
受
け
入
れ
ま

し
た
。

　

そ
の
他
、
立
命
館
大
学
国
際

平
和
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
・
伏
見
エ

コ
ラ
イ
フ
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
伏

見
中
央
図
書
館
・
桃
山
地
域
女

性
会
と
連
携
し
た
事
業
を
実
施

し
ま
し
た
。

各
種
団
体
と
の

連
携
事
業

（地域コミュニティとの連携 実施一覧）

パ
ー
ト
ナ
ー
の
声

環境学習・環境保全活動支援事業

高坂 幸利さん

京エコサポーター 
環境ボランティア11期生

「くらしの匠」学習会の様子
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環境ボランティアの育成
　

事
務
局
全
体
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
う
と
と
も
に
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
全
体
の
活
動
意
欲
を
高

め
る
場
を
年
間
７
回
実
施
し
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
受
付
カ
ウ
ン
タ
ー
で
の
ガ

イ
ド
活
動
に
お
け
る
充
足
率
（
応
募
人

員
／
募
集
定
員
）
は
95
％
と
な
り
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自
主
的
に
活
動
を
展
開

す
る
グ
ル
ー
プ
活
動
で
は
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
に
よ
る
自
主
企
画
が
年
間
で
25

件
（
対
外
的
な
イ
ベ
ン
ト
・
催
し
は
18

回
）
実
施
さ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
対
象
に
、

環
境
問
題
に
関
す
る
最
新
情
報
や
伝
え

方
の
ス
キ
ル
を
学
ぶ
研
修
を
、
年
間
９

回
実
施
し
ま
し
た
。

　

新
規
エ
コ
メ
イ
ト
の
募
集
に
お
い
て

は
、
京
都
市
内
を
中
心
に
幅
広
く
広
報

を
行
い
、
応
募
者
に
対
し
て
エ
コ
メ
イ

ト
養
成
講
座

を
実
施
し
ま

し
た
。
そ
の

結
果
、
16
名

が
新
規
エ
コ

メ
イ
ト
と
し

て
登
録
す
る

こ
と
に
な
り

ま
し
た
。25

件
行
わ
れ
、
そ
の
う
ち
一
般

の
来
館
者
を
対
象
に
し
た
企
画

が
18
件
で
し
た
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
自
主
的
な

活
動
を
展
開
し
、
イ
ベ
ン
ト
や

企
画
展
な
ど
の
開
催
を
通
じ
て
、

セ
ン
タ
ー
で
活
動
す
る
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
の
存
在
を
多
く
の
方
に

知
っ
て
も
ら
う
機
会
に
も
な
り

ま
し
た
。

　

そ
う
し
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

多
様
な
活
動
が
、
セ
ン
タ
ー
と

し
て
活
動
の
幅
を
広
げ
る
こ
と

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

　

セ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
に
は
、
興
味
・
関
心
に

合
わ
せ
て
グ
ル
ー
プ
を
つ
く
り
、

自
主
的
に
活
動
を
展
開
し
て
い

く
〝
グ
ル
ー
プ
活
動
〟
が
あ
り

ま
す
。２
０
１
７
年
度
の
グ
ル
ー

プ
活
動
は
、【
環
境
イ
ベ
ン
ト
を

実
施
す
る
グ
ル
ー
プ
】
や
【
自

然
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
関
す
る
研
究

を
行
う
グ
ル
ー
プ
】、【
セ
ン
タ
ー

の
環
境
と
し
ょ
コ
ー
ナ
ー
の
活

性
化
を
は
か
る
グ
ル
ー
プ
】、
そ

の
他
多
く
の
グ
ル
ー
プ
が
活
動

し
ま
し
た
。
１
年
間
で
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
に
よ
る
自
主
企
画
が

ボランティアの全体ミーティングでのボランティアとのグループワークの様子。今後の活動をみんなでより良くしていく

環境ボランティアが「エコセンサイコロ」
を説明する様子

開催日 タ イ ト ル 対　象 人数

4月2日
登録証授与式 ・エコメイト

・京エコサポーター 24名

スタートアップの会 ・エコメイト 21名

7月2日
ボランティア
全体ミーティング①

・エコメイト
・京エコサポーター 28名

9月10日 中間ふりかえりの会 ・エコメイト 21名

12月23日
ボランティア
全体ミーティング②

・エコメイト
・京エコサポーター 29名

3月25日
年間ふりかえりの会 ・エコメイト 15名

修了証授与式 ・エコメイト
・京エコサポーター 26名

開催日 開催日 タ イ ト ル 人数

第１回 4月22日
効果的な伝え方を知ろう
～マナー＆コミュニケ―ション編～ 15名

第２回 5月13日 エコセンの設備を知ろう 20名
第３回 6月17日 エコセン屋上と生物多様性 26名
第４回 7月23日 水に関する情報収集 23名
第５回 8月20日 電気に関する情報収集 26名
第６回 9月16日 企画の立て方 10名

第７回 10月11日
社会見学～ごみの最終処分地を
見学しよう in 大阪～ 33名

第８回 11月18日 子どもの来館者対応について 23名
第９回 1月21日 COP・地球温暖化最新情報 27名

開催日 タイトル 人数

第１回 1月7日 エコセン・ボランティアきほんのき 16名

第２回 1月20日
環境問題・エコセンの
展示きほんのき 16名

第３回 2月3日 環境学習きほんのき 14名

第４回 2月17日    
18日

環境学習の場をつくり・
まわすきほんのき①② 13名

第５回

2月20日
24日 実習 オリエンテーション 14名

2月26日
～3月10日 実習期間 29名

第６回 3月11日 これまでの講座のふりかえり
& 登録説明会 11 名

◇
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
会

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
研
修

◇
エ
コ
メ
イ
ト
養
成
講
座

◇
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
企
画
の
イ
ベ
ン
ト

コ ラ ム
エコセン

多
様
な
展
開
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
成
果
発
表

ボランティア自主企画活動が年間25件

深
さ
や
、
楽
し
そ
う
に
活
動
さ

れ
て
い
る
様
子
を
見
習
い
な
が

ら
、
来
館
者
に
『
環
境
に
配
慮

し
た
暮
ら
し
』
を
伝
え
て
い
き
、

子
や
孫
の
時
代
に
今
よ
り
悪
い

環
境
を
残
さ
な
い
よ
う
に
頑
張

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

新
規
養
成
講
座
を
受
け
て
、

今
ま
で
「
も
っ
た
い
な
い
」
と

思
い
な
が
ら
も
無
駄
に
使
っ
て

い
た
の
も
の
が
、
環
境
問
題
に

関
わ
っ
て
い
た
こ
と
を
知
り
ま

し
た
。

　

自
分
自
身
の
暮
ら
し
方
を
見

直
し
て
、
も
の
を
買
う
時
、
捨

て
る
時
に
も
エ
コ
に
つ
い
て
考

え
、
来
館
者
の
方
に
は
、
展
示

案
内
を
通
し
て
、
身
近
な
と
こ

ろ
か
ら
エ
コ
が
実
践
で
き
る
こ

と
を
伝
え
た
い
と
思
い
ま
し
た
。

　

今
後
は
、
先
輩
方
の
知
識
の

環
境
に
配
慮
し
た
暮
ら
し
を
伝
え
、子
孫
に
未
来
を

パ
ー
ト
ナ
ー
の
声

環境学習・環境保全活動支援事業 環境学習・環境保全活動支援事業

佐々木鶴代さん
エコメイト18期生

活
動
意
欲
を
高
め
る

研
修
や
講
座
を
実
施

開催日 事 業 名 実施グループ名 人数

6月11日

分け分け大作戦
～紙がみ分別ゲーム～ イベントグループ 96名

うちごみ相談所 ワーキンググループ 34名

7月27日 エコセン☆夏休み
ワクワクひろば① イベントグループ 36名

８月３日
エコセン☆夏休み
ワクワクひろば② イベントグループ 18名

うちごみ相談所 ワーキンググループ 19名

8月10日
エコセン☆夏休み
ワクワクひろば③ イベントグループ 25名

8月11日
ペットボトルで
マイ風力発電機を作ろう エコエネ研究会 61名

8月17日
エコセン☆夏休み
ワクワクひろば④ イベントグループ 23名

うちごみ相談所 ワーキンググループ 7名

8月24日
エコセン☆夏休み
ワクワクひろば⑤ イベントグループ 18名

10月15日
エコロジーカフェ
～食育×エコ “ おばんざい
で食の未来を語ろう ” ～①

♪エコロジーカフェ♪
の会 23名

11月4日
エコロジーカフェ
～食育×エコ “ おばんざい
で食の未来を語ろう ” ～②

♪エコロジーカフェ♪
の会 17名

12月1日～
2月24日 特別展示 Book&POP 図書グループ

12月17日

エコロジーカフェ
～食育×エコ “ おばんざい
で食の未来を語ろう ” ～③

♪エコロジーカフェ♪
の会 10名

マイエコライトを作ろう エコエネ研究会 27名

1月14日
「水みず大作戦～水の

かしこい使い方～
イベントグループ 77名

2月10日
エコロジーカフェ～お茶を
飲みながら、気軽に環境に
ついて話そう～

♪エコロジーカフェ♪
の会 4名

2月11日 うちごみ相談所 ワーキンググループ 40名
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環境保全活動に関わる
人材の育成

環境教育リーダースタートアップ講座の様子。体系立てて学ぶことができる、全６回の連続講座を実施している

インターンシップ生へ説明している様子

環
境
保
全
活
動
に

関
わ
る
人
材
の
育
成

　
「
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
学
校
・
京
都

２
０
１
７
」で
は
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

の
普
及
・
啓
発
を
図
る
た
め
、
企
画

し
実
践
す
る
人
材
を
養
成
す
る
こ
と

を
目
的
に
「
今
こ
そ
な
ろ
う
！
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
１
０
０
％
時
代
の

主
役
」と
題
し
て
、自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー

に
関
す
る
国
内
外
の
現
状
や
事
例
に

つ
い
て
学
べ
る
連
続
講
座
を
全
４
回

に
わ
た
り
開
催
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
改
正
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
に
つ
い
て

広
く
市
民
に
情
報
提
供
す
る
こ
と
を

目
的
に
、
近
畿
経
済
産
業
局
エ
ネ
ル

ギ
ー
対
策
課
の
担
当
者
を
講
師
に
迎

え
、「
改
正
Ｆ
Ｉ
Ｔ
法
セ
ミ
ナ
ー
」

を
開
催
し
ま
し
た
。

　
「
環
境
教
育
リ
ー
ダ
ー
ス
タ
ー
ト

ア
ッ
プ
講
座
」
で
は
、
環
境
教
育
実

践
の
担
い
手
を
育
て
る
た
め
に
「
子

ど
も
と
関
わ
る
大
人
」
を
対
象
に
、

環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
基
本
的
な

考
え
方
、
講
座
で
得
ら
れ
る
知
識
を

基
に
、
企
画
か
ら
実
践
ま
で
を
体
系

立
て
て
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
全
６
回

の
連
続
講
座
を
実
施
し
ま
し
た
。

　

セ
ン
タ
ー
館
内
に
お
い
て
、 

日
本

語
を
母
国
語
と
し
な
い
、
国
外
来
館

者
に
も
対
応
可
能
な
仕
組
み
と
し
て
、

１
階
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
に
デ
ジ
タ
ル
サ

イ
ネ
ー
ジ
（
電
子
案
内
板
）
を
12
月

に
設
置
し
ま
し
た
。

　

タ
ッ
チ
パ
ネ
ル
を
用
い
館
内
の
主

な
見
ど
こ
ろ
を
、
日
本
語
、
英
語
、

中
国
語
、
韓
国
語
の
４
ヵ
国
語
で
案

内
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
月
に
は
東
京
都
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
準
備
局

が
運
営
す
る
「
２
０
２
０
年
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
・
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ
ク
大
会
に

向
け
た
多
言
語
対
応
協
議
会
ポ
ー
タ

ル
サ
イ
ト
」
の
「
多
言
語
対
応
取
組

事
例
集
」
に
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ

が
掲
載
さ
れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
来

館
者
の
利
用
状
況
を
見
な
が
ら
必
要

に
応
じ
て
設
置
位
置
の
変
更
等
を
行

う
予
定
で
す
。

　

リ
ク
ナ
ビ
２
０
１
９
イ
ン
タ
ー
ン

シ
ッ
プ
プ
レ
サ
イ
ト
を
活
用
し
、
応

募
が
あ
っ
た
学
生
の
内
２
名
が
８
月

よ
り
セ
ン
タ
ー
内
で
イ
ン
タ
ー
ン
活

動
を
開
始
し
ま
し
た
が
、
諸
事
情
に

よ
り
辞
退
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。

そ
の
後
、
当
初
の
業
務
進
行
に
代
わ

り
、
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
大

学
生
の
環
境
活
動
支
援
の
ペ
ー
ジ
を

設
け
る
こ
と
を
決
定
し
、
内
容
の
検

討
を
行
い
ま
し
た
。ま
た
、損
保
ジ
ャ

パ
ン
Ｃ
Ｓ
Ｏ
ラ
ー
ニ
ン
グ
制
度
の
イ

ン
タ
ー
ン
活
動
の
一
環
と
し
て
、
関

西
地
区
の
学
生
が
作
成
す
る
カ
レ
ン

ダ
ー
の
製
作
に
協
力
し
、
大
学
や
環

境
活
動
団
体
に
向
け
て
広
報
を
行
い

ま
し
た
。

日
本
語
、英
語
、中
国
語
、韓
国
語
で
館
内
を
案
内

大
学
生
の
環
境
活
動
支
援

１階のエントランスに設置した電子案内
板。４か国語で館内を案内している

海外との交流
大学生の環境活動支援

環境学習・環境保全活動支援事業 環境学習・環境保全活動支援事業

1148
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京
都
市
と
の
協
働
に
よ
り
、
元
学

区
を
単
位
と
す
る
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
に
お
け
る
エ
コ
活
動
を
促
進
す

る
こ
と
に
よ
り
、
環
境
に
や
さ
し
い

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
換
と
、
家
庭

部
門
で
の
温
室
効
果
ガ
ス
排
出
量
削

減
を
地
域
ぐ
る
み
で
実
現
す
る
こ
と

を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
に
「
エ

コ
学
区
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
を
開

設
し
、
地
域
ぐ
る
み
の
エ
コ
活
動
に

つ
い
て
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
サ
ー
ビ
ス
の

相
談
窓
口
と
し
て
対
応
し
ま
し
た
。

エ
コ
学
区
と
し
て
宣
言
し
た
２
２
２

学
区
に
対
し
、
１
年
間
に
１
４
０
０

　

京
都
市
と
の
協
働
に
よ
り
、
地
域
の
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
組
織
が
主
体
と
な
り
、
地
域
に

太
陽
光
発
電
や
小
水
力
発
電
な
ど
再
生
可

能
エ
ネ
ル
ギ
ー
利
用
設
備
を
設
置
し
よ
う

と
す
る
意
欲
的
な
取
組
を
支
援
す
る
た
め
、

地
域
住
民
の
合
意
形
成
を
は
じ
め
、
再
生

可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
活
用
し
た
発
電
事
業

に
関
す
る
調
査
や
事
業
化
の
検
討
等
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

５
地
域
に
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル
ギ
ー
専

門
家
と
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
各
７
回
派

遣
し
、
発
電
設
備
の
設
置
方
法
や
、
導
入

に
必
要
な
経
費
や
回
収
ま
で
の
年
数
等
を

報
告
し
、実
現
の
可
能
性
を
提
案
し
ま
し
た
。

回
を
超
え
る
学
区
へ
の
ヒ
ア
リ
ン
グ

や
エ
コ
活
動
の
現
場
取
材
、
地
域
へ

の
直
接
ア
プ
ロ
ー
チ
を
行
い
、
地
域

性
を
活
か
し
た
エ
コ
活
動
の
知
識
の

提
供
や
、
省
エ
ネ
体
験
会
実
施
等
、

多
彩
な
支
援
を
通
じ
て
、
地
域
ぐ
る

み
の
エ
コ
活
動
を
促
進
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
学
区
の
エ
コ
活
動
を
紹
介

す
る
啓
発
資
料
「
エ
コ
学
区
か
い
ら

ん
ば
ん
」
を
年
２
回
発
行
し
、
関
心

の
あ
る
学
区
で
の
エ
コ
活
動
の
促
進

に
努
め
ま
し
た
。
結
果
と
し
て
、
延

べ
64
学
区
に
お
い
て
左
記
の
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

地
域
活
動
に
エ
コ
活
動
を
促
進
さ
せ
る
学
習
会

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
版

支
援
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー

派
遣
業
務

エコ学区に係る学習会等支援業務
市民協働発電制度

地域コミュニティ版支援コーディネーター派遣業務

市原野学区の大神宮社の境内を流れる水路を利用した水車を製作する様子。LED ランプで境内を照らし、市原野学区の防災や夜間の安全対策に活用する

桂東学区　学習会の様子

京都環境賞にエコ学区活動が表彰される様子

名称 学区名 実施期間 内容

京
エ
コ
ラ
イ
フ
プ
ロ
グ
ラ
ム

大宮
H29年1月23日～
H30年3月31日

学習会等で効果的な省エネを学ぶ機会
を増やし、エネルギー削減活動を促進
する活動に取り組みました。

豊園
H29年8月3日～
H30年2月27日

リメイクで手を動かしモノを活かすワー
クショップや、家庭でできる省エネに取
り組みました。

桃山
H29年6月28日～
H30年3月31日

効果的な省エネ方法を学ぶ機会を増や
し、エネルギー削減活動を促進する活
動に取り組みました。

室町 H29年10月25日～
H30年2月6日

使わなくなった道具を学区内に循環さ
せ、古いものも修理修繕して長く使うこ
とを学びながら、学区民同士の環境コ
ミュニティを促す取組を行いました。

エ
コ
学
区
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
プ
ロ
グ
ラ
ム

朱雀
第三

H29年8月4日～
H29年11月27日

自治会館の照明の LED 化と電気使用量
の見える化を実施し、省エネ活動の意
識を高めました。

八瀬
H29年8月27日～
H29年11月27日

子ども達が環境学習できる仕組みとし
て、小水力発電学習教材を設置し、環
境啓発を促進する取組を行いました。

鷹峯
H29年7月12日～
H29年9月28日

高齢者の夏のくらしを、地域の「たすけ
あい」の力でサポートする取組を行いま
した。

銅駝
H29年6月2日～
H30年2月25日

通りに面するマンションの共有部分を
LED 化し、効果を学区内で共有し、環
境意識の向上をさせる取組を行いまし
た。

南太秦
H29年2月7日～
H30年3月5日

高年齢層の冬のくらしを、地域の「たす
けあい」の力でサポートする取組を行い
ました。

名称 学区名 実施期間 内容

エ
コ
学
区

チ
ャ
レ
ン
ジ

プ
ロ
グ
ラ
ム

市原野
H29年9月23日～
H30年1月31日

自分たちの手で小水力発電
機を作成し、学区の行事等
で活用することで、創エネ実
践を促進しました。

省
エ
ネ
ナ
ビ
を
用
い
た

学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム

安寧
H29年6月28日～
H29年8月23日

家庭から二酸化炭素排出量
を削減する取組を実践しまし
た。

久我
H29年10月23日～
H29年12月11日

家庭から二酸化炭素排出量
を削減する取組を実践しまし
た。

銅駝
H29年12月2日～
H30年1月20日

家庭から二酸化炭素排出量
を削減する取組を実践しまし
た。

名称 実施期間 内容

学
習
会
・

啓
発
ブ
ー
ス

61学区実施
4,549 名 ( 大人1,528 名、子ども 3,021名 )
の参加がありました。学区のご要望に合
わせた様々なテーマで実施しました。

担
い
手
セ
ミ
ナ
ー

H29年12月15日
「地域を活性化させる環境活動とは？」

をテーマに、松尾学区、鷹峯学区の取
組をお話いただきました。(24 名参加 )

H30年1月16日
「持続可能にするために、若手をまきこむ」

をテーマに、豊園学区、室町学区の取組
をお話いただきました。(20 名参加 )

H30年2月16日
「エコ学区のこれから」をテーマに、元

町学区、KESC 事業者の取組をお話い
ただきました。(17 名参加 )

◇実施プログラム一覧

◇その他、実施一覧

◇コーディネーター派遣実施一覧
実施日 学区 場所 内　容

６月７日
６月19日 市原野 大神宮社 小水力発電量調査と

活用提案

６月19日 八瀬
八瀬野外

保育センター
小水力発電量調査と
活用提案

12月８日
１月25日 八瀬 学区内の河川 小水力発電量調査と

活用要望可能性報告

12月６日
１月25日 太秦 笑顔ランド太秦

太陽光発電量調査と
活用要望可能性報告

２月26日 菊浜 高瀬川 小水力発電量調査

地域環境支援事業地域環境支援事業

を
掛
け
、
メ
ン
バ
ー
に
な
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

ま
た
、
エ
コ
推
進
委
員
会
の
活
動
目
的
を
「
地

道
に
継
続
」「
子
ど
も
に
伝
え
る
」「
人
育
て
」

「
も
っ
た
い
な
い
」
の
四
つ
に
し
ま
し
た
。

　

こ
れ
ら
を
洛
央
小
学
校
の
子
ど
も
達
に
伝
え

る
べ
く
「
ク
ー
ル
ネ
ッ
ク
作
り
」「
缶
バ
ッ
ジ

の
リ
メ
イ
ク
」「
う
ち
わ
の
リ
メ
イ
ク
」
等
を
、

継
続
的
に
実
施
し
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
地
域

の
方
と
小
学
生
が
、
同
じ
時
間
を
共
有
し
、
エ

コ
に
つ
い
て
学
び
、
始
末
す
る
心
等
に
楽
し
く

チ
ャ
レ
ン
ジ
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。

　

ま
た
、
エ
コ
活
動
を
通
し
て
、
若
い
委
員
さ

ん
達
が
ど
ん
ど
ん
ス
キ
ル
ア
ッ
プ
し
、
や
る
気

が
育
っ
て
行
く
様
は
頼
も
し
い
限
り
で
す
。
小

学
生
委
員
も
誕
生
し
、
三
世
代
で
活
動
す
る
事

で
豊
園
学
区
の
絆
が
深
ま
り
、
地
域
力
も
ア
ッ

プ
し
て
い
く
事
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

　

平
成
25
年
秋
に
「
エ
コ
学

区
宣
言
」
を
し
、
翌
年
か
ら
、

本
格
的
な
活
動
を
ス
タ
ー
ト

し
ま
し
た
。
ま
ず
、
こ
れ
か

ら
地
域
を
担
っ
て
行
っ
て
く

れ
る
で
あ
ろ
う
若
い
人
に
声

豊園学区が「エコ学区宣言」
絆が深まり、地域力もアップ

エコ活動を通して、絆作り・人育て

パ
ー
ト
ナ
ー
の
声

冨江さゆりさん
豊園エコ推進委員会委員長
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初
め
て
の
試
み
と
な
る
在
外
補
完

研
修
と
し
て
、
ブ
ラ
ジ
ル
国
サ
ン
パ

ウ
ロ
市
で
の
取
組
に
つ
い
て
学
ぶ
研

修
を
行
い
、
そ
れ
に
引
き
続
き
８
月

末
よ
り
約
２
か
月
に
わ
た
る
訪
日
で

の
研
修
を
実
施
し
ま
し
た
。
廃
棄
物

管
理
の
計
画
や
実
施
に
関
わ
る
政
府

や
地
方
行
政
等
の
担
当
者
10
名
を
３

か
国
（
ア
ン
ゴ
ラ
、
ブ
ラ
ジ
ル
、
モ

ザ
ン
ビ
ー
ク
）
か
ら
受
け
入
れ
、
廃

　

中
南
米
（
ペ
ル
ー
、
ブ
ラ
ジ
ル
）

よ
り
２
名
の
日
系
研
修
員
を
約
１
か

月
間
受
け
入
れ
ま
し
た
。
セ
ン
タ
ー

に
お
け
る
Ｏ
Ｊ
Ｔ
形
式
の
実
習
を
通

じ
て
、
環
境
教
育
の
知
識
と
技
術
だ

け
で
な
く
、
市
民
参
画
や
協
働
に
よ

る
環
境
活
動
を
進
め
る
視
点
を
得
ら

れ
る
よ
う
に
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

実
習
の
一
環
と
し
て
環
境
学
習
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
企
画
し
、
実
際
に
一
般
来

館
者
へ
向
け
て
の
実
践
や
一
般
公
開

の
最
終
成
果
報
告
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

国
際
事
業
の
そ
の
他
の
取
組
と

し
て
、
特
定
非
営
利
活
動
法
人
ア

ン
ト
レ
プ
レ
ナ
ー
シ
ッ
プ
開
発
セ

ン
タ
ー
が
主
催
す
る
「
異
な
る
文

化
や
価
値
観
を
理
解
・
共
有
し
、

広
い
視
野
と
分
か
ち
合
い
の
精
神

を
以
て
社
会
に
貢
献
で
き
る
次
世

代
リ
ー
ダ
ー
を
育
成
す
る
事
」
を

目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
る
「
若
手

ソ
ー
シ
ャ
ル
リ
ー
ダ
ー
育
成
・
交

流
事
業
」
の
一
環
と
し
て
、
環
境

問
題
に
関
心
の
高
い
イ
ン
ド
ネ
シ

ア
か
ら
の
イ
ン
タ
ー
ン
生
を
１
名
、

約
１
か
月
間
受
け
入
れ
ま
し
た
。

日
本
に
お
け
る
職
場
体
験
だ
け
で

な
く
、
イ
ン
タ
ー
ン
生
が
関
心
を

寄
せ
る
市
民
参
画
の
活
動
や
環
境

活
動
に
つ
い
て
学
び
ま
し
た
。

イ
ス
カ
ン
ダ
ル
開
発
地
域
に
お
け

る
持
続
可
能
な
低
炭
素
社
会
を
目
指

し
た
段
階
的
な
低
炭
素
教
育
の
実
施

や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
単
位
の
活
動

に
焦
点
を
置
き
、
小
学
校
及
び
セ
カ

ン
ダ
リ
ー
ス
ク
ー
ル
（
日
本
に
お
け

る
中
学
・
高
校
に
相
当
）
で
の
低
炭

素
教
育
の
実
施
の
支
援
や
、
学
校
を

中
心
と
し
た
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
で

の
環
境
活
動
の
支
援
、
環
境
活
動
を

推
進
す
る
人
材
育
成
の
支
援
を
３
ヶ

　

中
国
で
実
施
さ
れ
て
い
る
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
へ
の
協
力
と
し
て
、
２
０
１

７
年
６
月
に
北
京
の
日
中
友
好
環
境

保
全
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
た
、
日

中
環
境
保
護
ハ
イ
レ
ベ
ル
セ
ミ
ナ
ー

へ
出
席
し
、
そ
の
分
科
会
に
お
い
て
、

「
京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
を
拠
点

と
し
た
国
内
外
で
の
環
境
教
育
・
環

境
保
全
活
動
の
推
進
」
を
演
題
に
セ

棄
物
の
適
正
な
管
理
や
処
理
、
関
係

組
織
間
の
連
携
、
市
民
と
共
に
ご
み

減
量
を
進
め
る
た
め
の
仕
組
み
づ
く

り
や
市
民
啓
発
の
た
め
の
環
境
教
育

な
ど
の
講
義
や
実
習
を
通
じ
、
研
修

員
が
自
国
の
直
面
す
る
廃
棄
物
問
題

の
解
決
に
有
効
な
政
策
的
・
技
術
的

知
識
を
習
得
し
、
自
国
で
の
担
当
業

務
に
学
び
を
活
か
す
こ
と
が
で
き
る

よ
う
に
研
修
を
行
い
ま
し
た
。

年
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
行
っ
て
い
ま

す
。
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
３
年
目
と
な

る
２
０
１
７
年
度
は
現
地
へ
の
専
門

家
派
遣
を
４
回
、

現
地
関
係
者
の

訪
日
研
修
を
２

回
実
施
し
ま
し

た
。
ま
た
、
一

般
公
開
の
中
間

成
果
報
告
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

ン
タ
ー
で
進

め
て
い
る
市

民
参
加
型
の

環
境
教
育
活

動
に
関
す
る

発
表
を
行
い
、

参
加
者
と
の

意
見
交
換
を

行
い
ま
し
た
。

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
課
題
別
研
修

「
廃
棄
物
管
理
能
力
向
上（
応
用
、計
画
・
政
策
編
）」

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
日
系
研
修
員　

環
境
教
育
リ
ー
ダ
ー
養
成
研
修（
都
市
型
環
境
教
育
）

そ
の
他
国
際
事
業

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
草
の
根
技
術
協
力
事
業

低
炭
素
社
会
実
現
に
向
け
た
人
・コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

づ
く
り
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト（
マ
レ
ー
シ
ア
）

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
日
中
友
好
環
境
保
全
セ
ン
タ
ー

環
境
に
や
さ
し
い
社
会
構
築
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
支
援

（
中
国
）

国際事業

JICA草の根技術協力事業（マレーシア）現地小学校での低炭素教育実施の様子。
環境活動の支援、環境活動を推進する人材育成の支援を行う

JICA日系研修員 環境教育プログラム実践の様子

現地ステークホルダーとのコミュニティ
活動についての会議の様子

分科会で発表している様子

海外からの観光客に対するインタビューの様子

　

Ｊ
Ｉ
Ｃ
Ａ
日
系
研
修
員
と
し
て
、

２
０
１
８
年
１
月
か
ら
１
ヵ
月
間
、

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
で
環
境

教
育
に
つ
い
て
研
修
を
受
け
ま
し

た
。
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は

市
民
や
行
政
と
協
働
し
て
色
々
な

イ
ベ
ン
ト
や
取
り
組
み
を
行
っ
て

い
る
事
も
学
び
ま
し
た
。

　

ブ
ラ
ジ
ル
に
帰
国
後
、
環
境
教

育
リ
ー
ダ
ー
育
成
研
修
コ
ー
ス
で

得
た
知
識
を
、
現
地
の
市
民
、
特

に
子
ど
も
達
に
伝
え
る
こ
と
を
実

践
し
ま
し
た
。
現
在
ブ
ラ
ジ
ル
で

は
、
多
量
の
特
に
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク

の
ご
み
が
年
々
増
え
る
問
題
を
目

に
し
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
に
は

「
環
境
を
保
存
す
る
」
と
い
う
市

民
の
意
識
を
高
め
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。
そ
の
た
め
に
は
、
幼
い
頃

か
ら
環
境
保
存
の
重
要
度
を
教
え

る
べ
き
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
京

都
の
よ
う
に
、
ブ
ラ
ジ
ル
の
公
的

機
関
の
支
援
を
得
て
、
ご
み
と
そ

こ
か
ら
出
さ
れ
る
汚
染
物
質
の
減

少
に
向
け
た
取
組
を
進
め
る
事
が

望
ま
し
い
と
思
い
ま
す
。

　

研
修
中
に
学
び
企
画
し
た
、
子

ど
も
向
け
の
環
境
教
育
プ
ロ
グ
ラ

ム
を
、
私
が
住
ん
で
い
る
サ
ン
パ

ウ
ロ
州
ス
ザ
ノ
市
環
境
事
務
局
の

協
力
を
得
て
市
内
の
日
本
語
学
校

で
子
ど
も
達
に
体
験
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
に

つ
い
て
学
ん
だ
後
、
生
徒
達
と
共

に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
再
利
用
し

て
、
ご
み
箱
を
作
成
し
ま
し
た
。

　

市
民
の
意
識
を
変
え
る
た
め
に

は
、
環
境
保
全
に
関
す
る
中
期
間

と
長
期
間
の
目
標
を
立
て
る
こ
と

も
大
切
で
あ
り
ま
す
。
例
え
ば
、

ご
み
の
減
少
へ
の
対
策
や
現
在
は

行
わ
れ
て
い
な
い
環
境
教
育
を
公

立
学
校
の
科
目
と
し
て
導
入
す
る

こ
と
や
、
公
共
交
通
機
関
を
使
用

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
自
家
用
車
の

使
用
を
減
ら
す
こ
と
な
ど
、
日
々

の
色
々
な
小
さ
な
対
策
を
と
る
こ

と
に
よ
っ
て
、
大
き
な
結
果
を
だ

す
こ
と
が
で
き
る
と
思
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
京
エ
コ
ロ
ジ
ー

セ
ン
タ
ー
で
学
ん
だ
事
を
基
に
知

識
を
高
め
な
が
ら
、
地
域
の
市
民

の
た
め
に
働
き
た
い
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ど
う
も
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
！

上野ヴァネッサ歩美さん

JICA日系研修員

国際事業国際事業

パートナーの声

JICA日系研修員
カンピナス大学 生物学部修士

12011202

1205

12031204
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出前講座・講師派遣事業

実施日 事業名 主催

６月23日
JICA 課題別研修「エネルギー
の高効率利用と省エネの推
進 (D)」にかかる研修への講
師派遣

一般財団法人
省エネルギーセンター

７月７日

JICA 草の根技術協力事業「湖
南省洞庭湖流域農村水環境
改善プロジェクト」にかかる
訪日研修への講師派遣

公益財団法人
淡海環境保全財団

7月28日
夏休みエコ教室「手作り風力
発電機で LED 電球をともそ
う」への講師派遣

京都生協北ブロック
ほっこりこみゅにてぃ

９月28日
第 48 回京都消費者大会へ
の講師派遣

特定非営利活動法人
コンシューマーズ京都

10月４日～
10月25日

京都教育大学「環境教育論
Ⅱ – 実践編 -」の企画運営
＊履修登録者不足のため
途中で閉講

国立大学法人
京都教育大学

10月20日

「日中都市廃棄物減量化
政策研究ワークショップ　
於：中国・青島市」への
講師派遣

青島市
龍谷大学他

10月26日
11月１日
11月28日

「洛西地域における生物多様
性の取組に係るワークショッ
プ」企画運営

京都市西京区洛西支所

10月28日
10月29日

ボランティアコーディネーショ
ン力 2 級直前研修への講師
派遣＊職員が検定試験委員
として参画

特定非営利活動法人日本
ボランティアコーディネー
ター協会

実施日 事業名 主催

５月11日
６月３日

祇園祭ごみゼロ大作戦 2017
ボランティアリーダー育成研修 一般社団法人祇園祭ごみゼロ大作戦

６月23日
京都からつながる SDGs シンポ
ジウム～だれも取り残さない社
会のつくり方～

主催：京のアジェンダ 21フォーラム
共催：公益財団法人京都市環境保全活動推進協会
後援：公益財団法人京都新聞社会福祉事業団

9月30日 木育フォーラム in 京都 主催：京都・木育はぐくみ委員会
共催：公益財団法人京都市環境保全活動推進協会 ほか

10月１日 木育こども縁日 in 壬生寺 主催：京都・木育はぐくみ委員会
共催：公益財団法人京都市環境保全活動推進協会 ほか

５月～12月
(祭典当日）
11月11日
11月12日

第 22 回「青少年のための科学
の祭典～未来をつくるサイエン
ス＆エコ～」実行委員会への
参画

主催：「青少年のための科学の祭典」京都大会 実行委員
会、公益財団法人日本科学技術振興財団・科学技術館、
青少年と科学の会

11月18日～
11月26日

大政奉還 150 周年＆京都議定
書誕生 20 周年記念「地球温
暖化防止展 in 二条城」

主催：京都市
企画実施：公益財団法人京都市環境保全活動推進協会

３月１日
SDGs パブリックフォーラム in
京都「SDGsで描く京の未来」

実行委員会　構成団体：京のアジェンダ 21フォーラム、
公益財団法人京都市環境保全活動推進協会、特定非
営利活動法人国際協力 NGO センター、一般社団法人
SDGs 市民社会ネットワーク、特定非営利活動法人名古屋
NGO センター、特定非営利活動法人関西 NGO 協議会、
特定非営利活動法人 NGO 福岡ネットワーク、ODA 改革
ネットワーク九州（順不同）

実施日 事業名 主催

10月28日
11月27日

奈良文化財研究所「平城宮
跡解説ボランティア基礎研
修」への講師派遣

独立行政法人国立文化財
機構　奈良文化財研究所

11月24日
JICA 課題別研修「博物館と
コミュニティ開発」コースへ
の講師派遣

国立民族学博物館

２月12日
JICA 課題別研修「総合的な
廃棄物管理（全般）（E)」に
かかる研修への講師派遣

特定非営利活動法人
中部リサイクル運動市民
の会

３月６日
JCL 外国語学院留学生向け
研修への講師派遣

JCL 外国語学院

３月10日
イオンチアーズクラブ京滋奈
良和歌山地区予選会への審
査員派遣

主催：イオンリテール株式
会社近畿・北陸カンパニー

◇講師派遣実績一覧

◇講座等の企画実施　実績一覧（共催事業含む）

夏休みエコ教室　制作の様子。依頼主「ほっこりこ
みゅにてぃ」の要望に合わせた学習会を実施する

「祇園祭ごみゼロ大作戦 2017　ボランティアリーダー育
成研修」の様子。祇園祭で出るごみを減らす取組のリー
ダーを育成するプログラムを企画、実施する

 「奈良文化財研究所　平城宮跡解説ボランティア基礎
研究」講習の様子。講師派遣を行い、他団体が主催す
るセミナーやシンポジウムの実施の協力をする

夏休みエコ教室「手作り風力発電機で LED 電球をともそう」の様子。環境学習施設等に職員を派遣し、
依頼主の要望に合わせた講演を実施する

　

出
前
講
座
・
講
師
派
遣
事
業
で

は
、
他
団
体
が
主
催
す
る
セ
ミ
ナ
ー

や
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
等
に
職
員
を
派
遣

し
、
環
境
学
習
施
設
運
営
や
市
民
参

画
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー

シ
ョ
ン
等
、
こ
れ
ま
で
協
会
が
培
っ

て
き
た
ノ
ウ
ハ
ウ
を
も
と
に
、
依
頼

元
の
要
望
に
あ
わ
せ
た
講
演
や
事
例

発
表
を
行
い
ま
し
た
。
平
成
29
年
度

は
13
件
の
出
前
講
座
・
講
師
派
遣
を

行
い
ま
し
た
。

　

協
会
の
多
様
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
の
共
催
で
、
多
様
な

テ
ー
マ
の
セ
ミ
ナ
ー
・
研
修
・
イ
ベ
ン
ト
等
を
企
画
し
、

実
施
し
ま
し
た
。
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
テ
ー
マ
と
し
た
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
す
る
等
、
社
会
の
関
心
や
ニ
ー
ズ
に
合

わ
せ
た
企
画
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

出
前
講
座
・

講
師
派
遣
事
業

講
座
の
企
画
実
施

（
セ
ミ
ナ
ー
・
研
修
・
イ
ベ
ン
ト
等
）

講師派遣事業講師派遣事業

1401

1402
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京
都
市
・
大
学
共
同
利
用
機
関
法

人
人
間
文
化
研
究
機
構
総
合
地
球
環

境
学
研
究
所
・
一
般
社
団
法
人
イ

ク
レ
イ
日
本
と
共
に
開
催
し
、「
持

続
可
能
な
都
市
文
明
の
構
築
を
目

指
す
京
都
宣
言
」
を
発
信
し
ま
し

　

協
会
の
組
織
基
盤
を
固
め
、
持
続

可
能
な
運
営
体
制
を
築
く
た
め
の

き
っ
か
け
と
し
て
、
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

の
実
施
す
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
サ
ポ
ー
ト
フ
ァ

ン
ド
（
Ｎ
Ｐ
Ｏ
等
の
組
織
基
盤
強
化

に
特
化
し
た
助
成
金
）
に
応
募
し
ま

し
た
が
、
残
念
な
が
ら
不
採
択
と
な

り
ま
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
組
織

　

協
会
が
こ
れ
ま
で
蓄
積
し
て
き
た
、
施

設
運
営
・
環
境
教
育
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
マ

ネ
ジ
メ
ン
ト
や
地
域
活
動
支
援
の
ノ
ウ
ハ

ウ
等
の
資
源
を
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ビ
ジ
ネ
ス

化
す
る
た
め
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
開
発
や
、
環

境
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
キ
ャ
ピ
タ
ル
の
醸
成
・

向
上
を
目
指
す
た
め
の
情
報
発
信
を
行
い

ま
し
た
。

た
。
宣
言
の
中
で
描
か
れ
て
い
る

「
２
０
５
０
年
の
世
界
の
都
市
の
あ

る
べ
き
姿
」
の
実
現
に
向
け
、
次
年

度
以
降
の
協
会
事
業
に
お
い
て
実
践

す
る
と
と
も
に
、
世
界
に
発
信
し
て

い
き
ま
す
。

基
盤
強
化
に
向
け
た
取
組
は
喫
緊
の

課
題
で
あ
る
た
め
、
次
年
度
に
向
け

た
計
画
づ
く
り
の
た
め
の
情
報
収
集

や
、
活
用
で
き
る
助
成
金
情
報
の
調

査
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
協
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
内

容
改
善
に
向
け
た
準
備
を
進
め
ま
し

た
。

京
都
議
定
書
誕
生
20
周
年
記
念

地
球
環
境
京
都
会
議
２
０
１
７（
Ｋ
Ｙ
Ｏ
Ｔ
Ｏ
＋
20
）

協
会
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン・フ
ァ
ン
ド
レ
イ
ジ
ン
グ

調査・研究・開発・発信事業
◇調査・研究・開発・発信事業 実施一覧

実施日 事業名 主催

９月２日
９月３日

日本環境教育学会第 28 回大会への参加と
口頭発表（ボランティア事業にかかる実践報告、
及び国際事業マレーシアでのプロジェクトの
実践報告）

主催：日本環境教育学会

9月～通年 日本環境教育学会プロジェクト研究
「学校環境教育プロジェクト」への参画

日本環境教育学会　
プロジェクト研究「学校環境教育プロジェクト」

11月18日～
11月20日

清里ミーティング 2017 への
参加・事例発表

主催：公益社団法人日本環境教育フォーラム

12月10日

京都議定書誕生 20 周年記念
地球環境京都会議 2017

（KYOTO+20）
第 3 分科会の運営

主催：京都市
共催：大学共同利用機関法人人間文化研究機構総合地球環境学研究所、
一般社団法人イクレイ日本、公益財団法人京都市環境保全活動推進協会
後援：環境省、外務省、京都府、京都商工会議所

2月3日
2月4日

ワン・ワールド・フェスティバルへの出展 主催：ワン・ワールド・フェスティバル実行委員会

３月20日
３月21日

気候変化対応に向けた
韓日国際交流のワークショップ（於：韓国原州市）
への参加

主催：原州持続可能発展協議会
参加団体：原州環境運動連合、韓国環境展示館ネットワーク、原州市、
各地方の持続可能発展協議会、公益財団法人京都市環境保全活動推進協会

日本環境教育学会での発表の様子 「KYOTO+20」パネル展示の様子 「ワンワールドフェスティバル」出展の様子

持続可能な都市文明の構築を目指す京都宣言を発信した「KYOTO+20」の様子。
協会事業において実践するとともに、世界に発信する

「韓日国際交流のワークショップ」集合写真

「ワンワールドフェスティバル」出展。
談笑の様子

「KYOTO+20」大学生がパネル展示を説明する様子

その他事業その他事業

1501
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近
年
、
生
物
多
様
性
の
保
全

が
喫
緊
の
課
題
と
な
っ
て
い
ま

す
。
京
都
に
お
い
て
も
地
球
温

暖
化
に
と
も
な
う
環
境
の
変
化

や
森
林
・
里
山
の
荒
廃
、
外
来

種
に
よ
る
生
態
系
の
か
く
乱
、

伝
統
文
化
を
育
ん
で
き
た
固
有

生
物
の
減
少
な
ど
、
生
物
多
様

性
を
取
り
巻
く
課
題
は
様
々
あ

り
ま
す
。
京
都
市
で
は
生
物
多

様
性
プ
ラ
ン
を
策
定
し
、
生
物

多
様
性
保
全
に
向
け
た
取
組
を

行
っ
て
お
り
、
そ
の
一
環
と
し

て
生
物
多
様
性
に
つ
い
て
学
ぶ

全
３
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を

西
京
区
・
洛
西
ニ
ュ
ー
タ
ウ
ン

に
あ
る
新
林
小
学
校
で
行
い
ま

し
た
。

　

１
回
目
は
、
は
じ
め
に
京
都

　

Ｃ
Ｏ
２
の
削
減
と
低
炭
素

社
会
の
実
現
に
向
け
て
電
気

自
動
車
の
普
及
促
進
を
図
る

た
め
、
充
電
設
備
の
利
用
で

来
館
し
た
市
民
に
対
し
、
操

作
方
法
の
説
明
を
行
い
ま
し

た
。

　

２
０
０
３
年
２
月
１
日
か

ら
Ｋ
Ｅ
Ｓ
（
環
境
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト
シ
ス
テ
ム
）
に
京
エ
コ

ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
、
京
都
市

ご
み
減
量
推
進
会
議
、
京
の

ア
ジ
ェ
ン
ダ
21
フ
ォ
ー
ラ
ム

で
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

基
本
理
念
「
京
エ
コ
ロ

ジ
ー
セ
ン
タ
ー
は
、
地
球
環

境
の
保
全
が
人
類
共
通
の
最

重
要
課
題
の
一
つ
で
あ
る

こ
と
を
認
識
し
、
全
組
織

を
挙
げ
て
環
境
負
荷
の
低

減
に
努
力
し
ま
す
。」
の
下
、

２
０
１
７
年
度
は
以
下
の
項

目
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

【
取
組
項
目
】

①
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
削
減

②
紙
の
使
用
量
の
削
減

③
環
境
啓
発

④
グ
リ
ー
ン
購
入
の
推
進

⑤
生
物
多
様
性

の
自
然
や
生
物
多
様
性
、
そ
れ

ら
と
暮
ら
し
・
文
化
と
の
つ
な

が
り
と
食
物
連
鎖
を
テ
ー
マ
に

し
た
ゲ
ー
ム
な
ど
を
行
い
、
生

き
も
の
同
士
の
つ
な
が
り
に
つ

い
て
学
び
ま
し
た
。

　

２
回
目
は
、
小
学
校
の
近
隣

に
あ
る
小
畑
川
を
フ
ィ
ー
ル
ド

に
自
然
観
察
や
生
き
も
の
採
集

を
お
こ
な
い
ま
し
た
。
小
畑
川

は
自
然
植
生
が
残
る
上
流
と
三

面
コ
ン
ク
リ
ー
ト
張
り
の
下
流

の
２
地
点
で
生
き
も
の
を
採
集

し
、
採
集
さ
れ
た
生
き
も
の
の

種
類
と
数
か
ら
、
生
息
環
境
と

の
関
係
に
つ
い
て
体
験
的
に
学

び
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
生
き
も
の
同
士
の

関
係
や
生
息
環
境
と
の
関
係
を

表
し
た
「
い
き
も
の
マ
ッ
プ
」

を
作
成
し
、
生
物
多
様
性
を
高

め
る
た
め
に
自
分
た
ち
に
出
来

る
こ
と
を
考
え
ま
し
た
。
学
習

を
終
え
た
子
ど
も
か
ら
は
「
命

の
つ
な
が
り
を
知
り
ま
し
た
」

「
弱
い
生
き
も
の
は
、
す
ぐ
に

食
べ
ら
れ
る
け
ど
強
い
生
き
も

の
に
と
っ
て
大
事
な
食
料
に
な

る
の
で
、
必
要
な
存
在
と
わ
か

り
ま
し
た
」「
生
き
も
の
に
つ

い
て
も
っ
と
い
ろ
い
ろ
知
り
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
同
じ
よ
う

な
授
業
を
も
っ
と
や
り
た
い
で

す
」
な
ど
の
声
が
あ
り
ま
し
た
。

　

参
加
し
た
子
ど
も
達
が
地
域

の
自
然
や
生
物
多
様
性
に
つ
い

て
知
る
貴
重
な
機
会
を
提
供
す

る
と
共
に
、
協
会
と
し
て
も
自

然
共
生
社
会
を
切
り
口
と
し
た

事
業
の
幅
を
広
げ
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

生物多様性のまち・洛西
生物多様性保全に向けた取組

電
気
自
動
車
の
普
及
・
啓
発
の
た
め
の

充
電
設
備
管
理
業
務

Ｋ
Ｅ
Ｓ（
環
境
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
シ
ス
テ
ム
）

の
取
組

自然や環境を体感して、生きもののことを考える

小畑川に生息している生きものを観察・採取する様子

自然観察に出発する様子

地域の生きもの同士の関係をまとめた
「いきものマップ」を作成する様子

京エコロジーセンター内に設置された
電気自動車充電設備（30 分無料）

コ ラ ム
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一緒に持続可能な地域社会を築きましょう！
　公益財団法人京都市環境保全活動推進協会は、京エコロジーセンターの管理・運営等の事業を通し、
これまで様々な経験やノウハウを蓄積してきました。
　それらの積み重ねとスタッフそれぞれのスキルを活かして、当協会は皆様の環境学習・環境保全活動に
関する多様なニーズにお応えします。

　当協会は経験豊富な講師の派遣

事業を行っています。環境を切り

口にした講座やワークショップの

ほか、セミナーやシンポジウム等

に職員を派遣し、環境学習・環境

保全活動の場づくりのお手伝いを

します。

様々な情報発信をホームページから行っています。
是非、アクセスしてみてください。

　当協会の事業経験・ノウハウを活かしたコンサルテーションも行っ
ています。環境学習施設の運営や展示の開発、環境団体等の市民活動
団体の支援やネットワーク化、ボランティア制度をはじめとする市民
参画の仕組みづくり等、対応できる内容は多岐にわたります。

公益財団法人
京都市環境保全活動推進協会 HP

URL：https://keaa.or.jp/

貴社名・ご担当者名・電話番号・メールアドレス・お問い合わせ
内容を明記の上、HP もしくは電話・直接来館にて承ります。

問合せ・申込方法



中長期計画

― 協会が目指すもの ―

環境に配慮した
市民の自主的な行動による
地域社会づくりに寄与すること。

事　　　業 主な方向性

(1) 環境意識の普及、啓発に関する事業 ①地域社会との連携を深める

(2) 環境情報の発信事業 ⑥発信力の強化

(3) 環境保全に関する調査、研究に関する事業 ⑤環境学習ツール・プログラム開発力の強化

(4) 環境教育及び人材育成に関する事業 ③人材育成

(5) 環境保全のための市民、事業者等との連携、支援に関する事業 ②パートナーシップをこれまで以上に

(6) 環境意識の向上のための国際的な連携、支援に関する事業 ①地域社会との連携を深める

(7) 環境保全活動に関する施設の管理運営 ⑤環境学習ツール・プログラム開発力の強化

(8) その他、この法人の公益目的を達成するために必要な事業

そのための
ミッション・ビジョンに

基づく事業取組と
主な方向性の関連一覧

【達成目標】
協会は様々なテーマ・関わり方で、地域で活躍す
る団体との協力関係をつくり、地域社会の特徴・
生活圏・課題に沿った各地域拠点での主体的な

「環境に配慮した地域活動」が、モデルとして実
験され継続実施している。

【達成目標】
協会が様々なテーマ・関わり方で、地域で活躍
する団体との協力関係をつくり、地域社会の特徴・
生活圏・課題に沿った各地域拠点での主体的な

「環境に配慮した地域活動」をつくるノウハウが、
京都市以外にも提供できるようになっている。

【達成目標】
センター事業はもちろん、それを
包括して「協会」としての事業や
業績を広く周知するための体制

（人、ソフト、ハードなど）が整っ
ており、効果的な情報発信（必要
な人に、必要なタイミングで、必
要な量と質の情報を、発信）がで
きている。これにより、協会として
の新たな事業連携先や顧客になり
得るところに情報が発信され、関
係性が構築されている。

【達成目標】
「情報を発信する」ことで、様々な

人・組織の共感・信頼を得て、そ
の協力の中で、より質の高い事業
を展開することができている。

（新たな事業分野に取り組むことが
できている。／これにより、財源
の多様化が進み、協会の自立性が
高まっている。）

【達成目標】
協会の様々な事業が、パートナー
シップ型で推進され、多くのパー
トナーとの関係性が構築されて
い る。また、組 織 の 経 営・ 運
営にもかかる新しいパートナー
シップ型のモデルができている。

【達成目標】
環境分野の活動における中間支援組織
の役割を担っており、様々な主体を適
切につなぎ、パートナーシップ型の事
業展開を支援している。これにより、
京都の中での様々なパートナー同士の
ネットワークを形成し、京都の環境ソー
シャルキャピタルを醸成・向上させる
役割を担っている。

【達成目標】
プログラム開発にあたっては社
会のニーズや対象者の発達段階
を踏まえ、魅力あるテーマ・内
容のプログラムを開発し、実施
している。また地域へのアウト
リーチを促進し、地域における
人材育成を進めるために、環境
分野だけでなく様々な団体との
パートナーシップにより、それ
ぞれの地域や対象にあったモデ
ルプログラムを開発し、実施し
ている。

【達成目標】
2020 年に引き続き、社会のニー
ズや対象者の発達段階をふま
え、魅力あるテーマ・内容のプ
ログラムを開発し、実施してい
る。また地域へのアウトリーチ
を促進し、地域における人材育
成をより進めるために、これま
で以上に幅広い対象にあわせた
モデルプログラムを開発し、実
施する。さらに開発・実施の過
程で得たノウハウを京都内外へ
広く発信することで対価を得る
ことにつなげる。

【達成目標】
京都におけるパートナーシップによる気候変動
対策・都市型環境教育推進をはじめとした様々
なローカルモデルが日本国内の他の地域だけ
でなく、アジアをはじめとした世界でも展開
されている（少なくとも１か国以上での展開）。
協会はそのコーディネートの中核として、京都
の各種団体のノウハウを活かし、世界へ発信
する役割を担っている。

【達成目標】
京都の環境保全活動・環境教育のノウハウが協
会において整理され、協会を通じて国内外で応
用できる体制が整っており、アジアをはじめとす
る世界からも注目される存在となっている。

【達成目標】
協会は、人材育成のステップ「知っ
ている人→伝える人・動く人→動
かす人・つなぐ人・しかける人」
のなかで、ボランティア事業とし
ては「知っている人」、「伝える人・
動く人」を育てることを重点化し
ている。また、地域において「動
かす人・つなぐ人・しかける人」
の人材育成を図るため、必要なプ
ログラムを整えている。

【達成目標】
2020 年までに整えたプログラムを
もとに、「動かす人・つなぐ人・し
かける人」を育てるためのモデル
事業が複数地域において実施され
ている。

2020 2025
達成目標
第１フェーズ

達成目標
第２フェーズ

地域社会との
連携を深める

地域社会との
連携を深める

発信力の強化

発信力の強化

パートナーシップを
これまで以上に

パートナーシップを
これまで以上に

人材育成
人材育成

京都における
環境保全活動・
環境教育のノウハウを
全国・世界へ波及

京都における
環境保全活動・
環境教育のノウハウを
全国・世界へ波及

環境学習ツール・
プログラム開発力
の強化

環境学習ツール・
プログラム開発力
の強化

1 1

2 2

3 3
4 4

5 5

6 6

34 33
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役　職 氏　名 所属・役職

理事長 高月　紘 京都大学 名誉教授

専務理事 浅野 和子 公益財団法人 京都市環境保全活動推進協会

理　事

杦本 育生 特定非営利活動法人 環境市民 代表理事

田浦 健朗 特定非営利活動法人 気候ネットワーク事務局長

橋本 直子 株式会社 Hibana 代表取締役

花田眞理子 大阪産業大学 大学院 人間環境学研究科 教授

久山喜久雄 フィールドソサイエティー代表

水山 光春 京都教育大学教授

松浦 卓也 京都市環境政策局地球温暖化対策室担当部長

野村 克章 税理士

村中 俊文 京都市環境政策局環境企画部長

役　職 氏　名

理 事 長 高月　紘

事務局長 浅野 和子
事業部長

（事業第2課長事務取扱） 谷内口 友寛

事業第1課長
（国際事業担当課長兼務） 新堀 春輔

エコセン担当課長 遠藤 修作

エコセン担当課長補佐 多胡　 亮

総務課長 山田 幸司

役　職 氏　名

事業第１課職員 佐崎 由佳 澤田 雄喜 吉田 隆真 竹内 真道

青山 真弓 杉本 功太 山内 　淳 笠井 咲希

冨田 知未 小池 秀機 永田 裕寿 西垣 智恵

杉本 優子 ― ― ―

事業第２課職員 大原 克巳 山植 　剛 大丸 洋一 高瀬まどか

総務課職員 川渕 　学 小畠 修平 網谷　 翼 松岡 晃弘

役　職 氏　名 所属・役職

評議員

浅利 美鈴 京都大学 地球環境学堂 准教授

市川 智史 滋賀大学 環境総合研究センター 教授

土山希美枝 龍谷大学 政策学部 准教授

中田富士男 京都市ごみ減量推進会議理事

永橋 爲介 立命館大学 産業社会学部 教授

長屋 博久 有限会社 村田堂 取締役

原　　強 特定非営利活動法人 コンシューマーズ京都 理事長

山元 新司 株式会社京都銀行 公務・地域連携部地域活性化 室長

 粂　善子 有限会社 思風都 代表取締役会長

 周　瑋生 立命館大学 政策科学部 教授

 田中　克 京都大学 名誉教授

森元 正純 京都市環境政策局地球温暖化対策室長

氏　名 所　属

荒川 佳夫 京エコロジーセンター環境ボランティア
( 京エコサポーター )

伊東 真吾 一般社団法人 市民エネルギー京都

井上 和彦 京のアジェンダ 21 フォーラム

奥田 良子 京都市地域女性連合会

木原 浩貴 京都府地球温暖化防止活動推進センター

杦本 育生 特定非営利活動法人 環境市民

田浦 健朗 特定非営利活動法人気候ネットワーク

氏　名 所　属

大関はるか 有限会社 ひのでやエコライフ研究所

木原 浩貴 京都府地球温暖化防止活動推進センター

長屋 博久 有限会社 村田堂

新川 達郎 同志社大学大学院

氏　名 所　属

原　　強 特定非営利活動法人 コンシューマーズ京都

広瀬 和代 特定非営利活動法人 気候ネットワーク

山本 和仁 京エコロジーセンター環境ボランティア
( 京エコサポーター )

氏　名 所　属

高月　紘 公益財団法人 京都市環境保全活動推進協会

中尾 雅幸 宝酒造株式会社環境広報部環境課

中田富士男 京都市ごみ減量推進会議

長畑 和典 特定非営利活動法人 KES 環境機構

長屋 博久 有限会社 村田堂

原　　強 特定非営利活動法人コンシューマーズ京都

久山喜久雄 フィールドソサイエティー

氏　名 所　属

藤野 正弘 特定非営利活動法人きょうとグリーンファンド

水山 光春 京都教育大学

守屋ひとみ 京エコロジーセンター環境ボランティア

八代 康弘 京都市環境政策局循環型社会推進部
ごみ減量推進課

赤塚 太朗 京都市環境政策局地球温暖化対策室

◇役員名簿 （敬称略・順不同・2018年3月31日現在）

◇組織図
（2018年3月31日現在）

◇職員名簿 （順不同・2018年3月31日現在）

◇事業運営委員名簿 （敬称略・順不同・2018年3月31日現在）

◇地域プログラム作業部会委員名簿 （敬称略・50音順・2018年3月31日現在）

（理事長１名・事務局長１名・事業部職員21人・総務課職員５人）

　2017 年度、事業運営委員会
に作業部会を設置し、地域の実
情を踏まえた「課題解決につな
がる具体的なプログラム」を試
行・検証しました。

公益財団法人 京都市環境保全活動推進協会 事業運営体制
評議員会
理事会 事業運営委員会

小委員会 作業部会
事務局

総務課

事業部

事業第１課

指定管理事業担当
国際事業担当

事業第２課
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日
本
で
は
、『
環
境
問
題
が
難
し

く
て
、
敷
居
が
高
い
』
と
感
じ
る
人
、

『
温
暖
化
対
策
を
す
る
の
に
は
我
慢

が
必
要
』
と
考
え
る
人
は
決
し
て
少

な
く
な
い
よ
う
で
す
。

　

２
０
１
８
年
の
夏
は
記
録
的
な
猛

暑
で
、
自
然
災
害
も
多
く
発
生
し
ま

し
た
。
20
年
前
に
予
測
さ
れ
て
い
た

未
来
が
、
残
念
な
が
ら
現
実
の
も
の

　

京
エ
コ
ロ
ジ
ー
セ
ン
タ
ー
で
は
環

境
問
題
を
学
ぶ
、
広
げ
る
場
と
し
て

楽
し
く
、
工
夫
を
凝
ら
し
た
様
々
な

プ
ロ
グ
ラ
ム
が
提
供
さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
そ
う
い
っ
た
学
び
を
地
域
の
特

性
を
活
か
し
、
何
か
工
夫
す
る
こ
と

で
生
活
に
浸
透
さ
れ
て
い
く
も
の
と

考
え
ま
す
。

　

実
践
に
向
け
て
取
り
組
も
う
と
す

る
と
き
、
時
に
は
課
題
が
見
え
て
く

る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
課
題
解
決
の

た
め
に
、
み
ん
な
で
ア
イ
デ
ィ
ア
を

出
し
合
い
、
考
え
出
さ
れ
た
ひ
と
工

と
な
り
つ
つ
あ
り
、
焦
り
が
募
り
ま

す
。

　

し
か
し
、
地
球
環
境
に
焦
点
を
合

わ
せ
「
地
球
の
た
め
」
と
い
う
大
き

な
枠
組
み
で
語
っ
て
し
ま
う
と
、
そ

の
ス
ト
ー
リ
ー
は
暮
ら
し
や
社
会
か

ら
切
り
離
さ
れ
て
し
ま
い
ま
す
。
持

続
可
能
な
社
会
づ
く
り
は
、
実
際
に

は
暮
ら
し
に
豊
か
さ
を
も
た
ら
す
は

ず
で
す
が
、
現
状
で
は
こ
れ
が
実
感

を
持
っ
て
捉
え
ら
れ
て
い
ま
せ
ん
。

こ
こ
に
大
き
な
課
題
が
あ
り
ま
す
。

　

協
会
の
強
み
は
、
エ
コ
学
区
事
業

で
培
っ
た
地
域
の
人
脈
と
、
長
年
活

動
す
る
専
門
家
と
の
人
脈
を
併
せ
持

つ
こ
と
だ
と
思
い
ま
す
。
日
々
の
暮

ら
し
の
豊
か
さ
創
出
と
地
球
環
境
保

全
と
が
、
実
は
同
じ
方
向
で
連
続
し

て
い
る
と
い
う
こ
と
を
、
小
さ
な
成

功
事
例
を
数
多
く
作
っ
て
実
感
で
き

る
よ
う
に
し
て
い
く
こ
と
が
、
こ
の

先
の
社
会
変
化
の
受
容
度
を
高
め
る

た
め
に
不
可
欠
で
す
。
そ
し
て
、
こ

れ
は
協
会
だ
か
ら
こ
そ
で
き
る
重
要

な
役
割
で
あ
る
と
強
く
感
じ
て
い
ま

す
。

　

協
会
の
活
動
の
さ
ら
な
る
充
実
に

期
待
し
て
い
ま
す
。
ま
た
自
分
も
広

い
意
味
で
の
協
会
の
一
員
と
し
て
、

微
力
を
尽
く
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

夫
こ
そ
が
「
快
適
で
豊
か
な
生
活
」

に
つ
な
が
る
の
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。

そ
れ
は
、
人
び
と
の
財
産
と
な
り
、

生
活
の
質
の
向
上
や
、
豊
か
さ
に
繋

が
っ
て
い
く
の
で
は
な
い
か
と
感
じ

ま
す
。

　

作
業
部
会
で
は
、
工
夫
を
凝
ら
し

た
事
例
に
多
々
触
れ
る
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
皆
さ
ん
の
表
情
を
見
る
と
、

真
剣
で
、
楽
し
そ
う
に
見
え
ま
す
。

　

人
び
と
の
心
の
中
で
、
豊
か
な
生

活
と
環
境
問
題
が
普
遍
的
な
関
係
で

あ
り
続
け
て
欲
し
い
と
願
っ
て
い
ま

す
。

地
域
の
チ
カ
ラ
は
無
限
大

パ
ー
ト
ナ
ー
の
声

暮
ら
し
と
世
界
を
繋
げ
て
語
れ
る
存
在
で
あ
り
た
い

パ
ー
ト
ナ
ー
の
声 広瀬 和代さん木原 浩貴さん

特定非営利活動法人
気候ネットワーク

特定非営利活動法人
京都地球温暖化防止府民会議

地域プログラム作業部会の様子



　公益財団法人京都市環境保全活動推進協会は、2001年2月に設立されました。協会は現在、

京都市の環境学習施設である京エコロジーセンターの指定管理者等の活動を通して、様々な

主体とのパートナーシップにより「持続可能な地域社会」を目指して、事業運営を行ってい

ます。

　本報告書は多くの方々に事業の内容や、その果たす役割、成果をわかりやすく理解いただ

くためのツールとして作成しております。

公益財団法人京都市環境保全活動推進協会　事業報告書　2017年度

・対象期間　

・発  行  日　　

・発　　行　　

2017年度（2017年4月1日～2018年3月31日）の事業を中

心に、過年度からの継続的な事業や次年度に向けた事業、将

来の見通し・予定などについて記載しています。

2018年９月

公益財団法人京都市環境保全活動推進協会

「持続可能な地域社会」を目指して

編集・発行方針

●住　所 〒612-0031　

京都市伏見区深草池ノ内町13　京エコロジーセンター内

☎075-641-0911　FAX 075-641-0912

京エコロジーセンター（京都市環境保全活動センター）

●開館時間

●休館日

 9時～21時 （1・2階展示は17時まで） 

 木曜日 （祝日の場合は翌平日）

●アクセス 【 京阪電車】　藤森駅：下車、西へ徒歩約５分

【地下鉄・近鉄】　竹田駅：下車、東へ徒歩約12分

【市バス】　105・南５・臨南５・南８

 「青少年科学センター前」下車、南へ徒歩約２分

インフォメーション

　2017 年は世界の年平均気温が観測史上３番目に高い

値（気象庁発表）となり、地球温暖化による海面上昇や

異常気象に起因する災害が頻発するなど、待ったなしの

状態が続いています。京都議定書の採択から 20 年目の

節目の年であり、12 月には京都市等と共に「持続可能

な都市文明の構築を目指す京都宣言」を発信し、2050

年の世界の都市のあるべき姿と、パリ協定で明記された

「今世紀後半に CO₂ 排出を実質ゼロにする」の実現に向

け、日々邁進していきます。

　地球温暖化防止京都会議（COP3）の開催記念館で

ある京エコロジーセンターも、15 周年を迎えました。

2002 年度の開館から管理運営を行ってきた当協会は、

4 年に 1 度の選定委員会の評価を経て、2020 年度まで

　2017年12月10日、京都議定書誕生20周年を記念して開催した「地球環境京都会議 2017」

において、世界 18 箇国・地域から約 1,000 名の方々の御参加の下、パリ協定が掲げる今世紀

後半の温室効果ガスの実質排出ゼロの実現に向けて、温室効果ガスの大排出源である都市の責

務を示した「持続可能な都市文明の構築を目指す京都宣言」を発表しました。

　地球規模での温暖化対策を促進し、恵み豊かな地球環境を未来に引き継いでいくため、

まずは私たち一人ひとりが、この宣言の理念を踏まえた取組を率先して実践していきましょう。

宣言全文はホームページに掲載

京都市情報館　http://www.city.kyoto.lg.jp/kankyo/page/0000229986.html

の指定管理者として選定されています。本報告書の京エ

コロジーセンター指定管理業務については、エコメイト・

京エコサポーター・多くの先達に支えられた 15 年間の

集大成であります。今後も、京都市の環境保全活動施策

の中枢を担う施設として位置づけられたセンターを拠点

に、持続可能社会を構築する「担い手」を育成していき

ます。

　また、地球温暖化対策だけでなく、ESD や SDGｓほか

様々な社会課題の解決などにも視野を広げ、地域環境活

動支援事業や国際事業などの業務拡大も行いながら、持

続可能な法人運営を目指していきます。今後とも、ご指

導ご鞭撻のほど、よろしくお願いいたします。

●

●

●

●

廃棄物に含まれる有用金属等を再資源化する「都市鉱

山」の活用などにより、循環型社会が構築されている。

省エネルギーの推進や再生可能エネルギーの利用が飛

躍的に拡大し、都市によるエネルギー自治が実現して

いる。

都市交通システムの高度化により、環境負荷の低減と

利便性の向上が両立している。

持続可能な社会の実現に向けた取組が貧困や格差など

の社会問題の平和的解決に貢献している。

「持続可能な都市文明の構築を目指す京都宣言」

2050年の世界の都市のあるべき姿

●京エコロジーセンターWEBサイト

ブログも是非ご覧ください

●京エコロジーセンターFacebook

●京エコロジーセンターTwitter

https://www.miyako-eco.jp

https://www.miyako-eco.jp/blog/

https://www.facebook.com/miyakoeco

@miyako_eco

本報告書に掲載した情報以外にも様々な情報を発信しています。

2017年度 まとめ

京 都 宣 言

38 37

生命の源であり炭素吸収源でもある自然との共生が実

現している。

ものを大切にする「もったいない」、「しまつ」の精神

などに基づく生活文化の再構築により、市民の価値観

やライフスタイルの転換が進んでいる。

環境教育・学習の促進により、さまざまな問題を自分

自身の問題として捉え、自ら行動し、持続可能社会を

構築する「担い手」が育成されている。　　

脱炭素化に貢献する技術革新と同時に、気候変動によ

る影響への適応策が十分に進んでいる。

●

●

●

●
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